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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビットストリームを復号して量子化値を生成する復号部と、
　所定のスケーリングリストを用いない場合、および、トランスフォームスキップが適用
されたトランスフォームブロックのブロックサイズが4×4ブロックサイズよりも大きい場
合の少なくとも一方が成立する場合に、トランスフォームブロックのブロックサイズに対
応するフラットスケーリングリストを用いて、前記復号部により生成された前記量子化値
を逆量子化する逆量子化部と
　を備える復号装置。
【請求項２】
　前記逆量子化部は、前記トランスフォームスキップが適用されたトランスフォームブロ
ックのブロックサイズが8×8ブロックサイズである場合に、8×8のフラットスケーリング
リストを用いて、前記復号部により生成された前記量子化値を逆量子化する
　請求項１に記載の復号装置。
【請求項３】
　前記逆量子化部は、前記トランスフォームスキップが適用されたトランスフォームブロ
ックのブロックサイズが16×16ブロックサイズである場合に、16×16のフラットスケーリ
ングリストを用いて、前記復号部により生成された前記量子化値を逆量子化する
　請求項１に記載の復号装置。
【請求項４】
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　前記逆量子化部は、前記トランスフォームスキップが適用されたトランスフォームブロ
ックのブロックサイズが32×32ブロックサイズである場合に、32×32のフラットスケーリ
ングリストを用いて、前記復号部により生成された前記量子化値を逆量子化する
　請求項１に記載の復号装置。
【請求項５】
　トランスフォームブロックのブロックサイズが4×4ブロックサイズよりも大きく、かつ
、そのトランスフォームブロックにトランスフォームスキップが適用されたかを判定する
判定部
　をさらに備え、
　前記逆量子化部は、所定のスケーリングリストを用いない場合、および、前記判定部に
よりトランスフォームブロックのブロックサイズが4×4ブロックサイズよりも大きく、か
つ、そのトランスフォームブロックにトランスフォームスキップが適用されたと判定され
た場合の少なくとも一方が成立する場合に、トランスフォームブロックのブロックサイズ
に対応するフラットスケーリングリストを用いて、前記復号部により生成された前記量子
化値を逆量子化する
　請求項１に記載の復号装置。
【請求項６】
　前記ビットストリームは、画像と前記画像の予測画像との残差を符号化した残差データ
を含み、
　前記復号部は、前記残差データを復号して前記量子化値を生成する
　請求項１に記載の復号装置。
【請求項７】
　前記トランスフォームブロックは、コーディングブロックを再帰的に4分割したブロッ
クである
　請求項１に記載の復号装置。
【請求項８】
　前記所定のスケーリングリストを用いるかどうかを表すフラグに基づいて、前記所定の
スケーリングリストを用いるかを判定する判定部
　をさらに備え、
　前記逆量子化部は、前記判定部により前記所定のスケーリングリストを用いないと判定
された場合、および、前記トランスフォームスキップが適用されたトランスフォームブロ
ックのブロックサイズが4×4ブロックサイズよりも大きい場合の少なくとも一方が成立す
る場合に、トランスフォームブロックのブロックサイズに対応するフラットスケーリング
リストを用いて、前記復号部により生成された前記量子化値を逆量子化する
　請求項１に記載の復号装置。
【請求項９】
　復号装置が、
　ビットストリームを復号して量子化値を生成する復号ステップと、
　所定のスケーリングリストを用いない場合、および、トランスフォームスキップが適用
されたトランスフォームブロックのブロックサイズが4×4ブロックサイズよりも大きい場
合の少なくとも一方が成立する場合に、トランスフォームブロックのブロックサイズに対
応するフラットスケーリングリストを用いて、前記復号ステップの処理により生成された
前記量子化値を逆量子化する逆量子化ステップと
　を含む復号方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、復号装置および復号方法に関し、特に、4×4画素以外のサイズのブロックの
トランスフォームスキップが行われる場合の符号化効率を向上させることができるように
した復号装置および復号方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、画像情報特有の冗長性を利用して、離散コサイン変換等の直交変換と動き補償に
より圧縮するMPEG（Moving Picture Experts Group phase）などの方式に準拠した装置が
、放送局などの情報配信、および一般家庭における情報受信の双方において普及しつつあ
る。
【０００３】
　特に、MPEG2（ISO/IEC 13818-2）方式は、汎用画像符号化方式として定義されている。
MPEG2は、飛び越し走査画像及び順次走査画像の双方、並びに標準解像度画像及び高精細
画像を網羅する標準である。MPEG2は、プロフェッショナル用途及びコンシューマー用途
の広範なアプリケーションに現在広く用いられている。MPEG2方式を用いることにより、
例えば720×480画素を持つ標準解像度の飛び越し走査画像であれば4乃至8Mbps、1920×10
88画素を持つ高解像度飛び越し走査画像であれば18乃至22MBpsの符号量を割り当てること
で、高い圧縮率と良好な画質の実現が可能である。
【０００４】
　MPEG2は主として放送用に適合する高画質符号化を対象としていたが、MPEG1より低い符
号量（ビットレート）、つまりより高い圧縮率の符号化方式には対応していなかった。携
帯端末の普及により、今後そのような符号化方式のニーズは高まると思われ、これに対応
してMPEG4符号化方式の標準化が行われた。MPEG4の画像符号化方式に関しては、1998年12
月にISO/IEC 14496-2として規格が国際標準に承認された。
【０００５】
　更に、近年、当初テレビ会議用の画像符号化を目的として、H．26L（ITU-T Q6/16 VCEG
）という標準の規格化が進んでいる。H．26LはMPEG2やMPEG4といった符号化方式に比べ、
その符号化、復号化により多くの演算量が要求されるものの、より高い符号化効率が実現
されることが知られている。
【０００６】
　また、近年、MPEG4の活動の一環として、このH．26Lをベースに、H．26Lではサポート
されない機能をも取り入れ、より高い符号化効率を実現する標準化がJoint Model of Enh
anced-Compression Video Codingとして行われた。この標準化は、2003年3月にH．264及
びMPEG-4 Part10（AVC（Advanced Video Coding））という名の元に国際標準化された。
【０００７】
　更に、その拡張として、RGB，4:2:2や4:4:4の色差信号フォーマット等の業務用に必要
な符号化ツールや、MPEG2で規定されていた8×8DCT(Discrete Cosine Transform)や量子
化マトリクスをも含んだFRExt (Fidelity Range Extension)の標準化が2005年2月に完了
した。これにより、AVC方式が、映画に含まれるフィルムノイズをも良好に表現すること
が可能な符号化方式となり、ＢＤ（Blu-ray（登録商標） Disc ）等の幅広いアプリケー
ションに用いられる運びとなった。
【０００８】
　しかしながら、昨今、ハイビジョン画像の4倍の4000×2000画素程度の画像を圧縮した
い、または、インターネットのような限られた伝送容量の環境においてハイビジョン画像
を配信したいといった、更なる高圧縮率符号化に対するニーズが高まっている。このため
、ITU-T傘下のVCEG(Video Coding Expert Group)において、符号化効率の改善に関する検
討が継続されている。
【０００９】
　また、現在、AVCより更なる符号化効率の向上を目的として、ITU-Tと、ISO/IECの共同
の標準化団体であるJCTVC(Joint Collaboration Team － Video Coding)により、 HEVC(H
igh Efficiency Video Coding)と呼ばれる符号化方式の標準化が進められている。2013年
10月現在、Draftとして非特許文献１が発行されている。
【００１０】
　ところで、HEVCでは、TU（transform unit）のサイズが4×4画素である場合、そのTUに
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対して直交変換や逆直交変換を行わないトランスフォームスキップ（transform skip）と
いう機能を用いることができる。
【００１１】
　即ち、符号化対象の画像が、CG（Computer Graphics）画像やパーソナルコンピュータ
の画面等の非自然画像である場合、TUのサイズとして4×4画素が選択されやすい。また、
非自然画像では、直交変換を行わない方が、符号化効率が高くなる場合がある。従って、
HEVCでは、TUのサイズが4×4画素である場合、トランスフォームスキップを適用可能にす
ることにより、符号化効率の向上を図っている。
【００１２】
　一方、非特許文献２では、4:2:2や4:4:4といった色差信号フォーマットの画像や、スク
リーンコンテンツの符号化を向上させる符号化方式のが検討されている。
【００１３】
　また、非特許文献３では、4×4画素より大きいサイズのTUに対してトランスフォームス
キップが適用される場合の符号化効率が検討されている。
【００１４】
　さらに、非特許文献４では、TUの最小サイズが4×4画素以外の8×8画素等である場合に
、最小サイズのTUに対してトランスフォームスキップを適用することが検討されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１５】
【非特許文献１】Benjamin Bross,Gary J.Sullivan,Ye-Kui Wang,”Editors’ proposed 
corrections to HEVC version 1”,JCTVC-M0432_v3,2013.4.18-4.26
【非特許文献２】David Flynn,Joel Sole,Teruhiko Suzuki,“High Efficiency Video Co
ding(HEVC),Range Extension text specification:Draft 4”,JCTVC-N1005_v1,2013.4.18
-4.26
【非特許文献３】Xiulian Peng,Jizheng Xu,Liwei Guo,Joel Sole,Marta Karczewicz,“N
on-RCE2:Transform skip on large TUs”,JCTVC-N0288_r1,2013.7.25-8.2
【非特許文献４】Kwanghyun Won,Seungha Yang,Byeungwoo Jeon,“Transform skip based
 on minimum TU size”,JCTVC-N0167,2013.7.25-8.2
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　HEVCでは、トランスフォームスキップが行われた画素ドメインのTUの量子化時に、flat
行列以外の周波数ドメインのスケーリングリスト（量子化行列）が用いられないようにす
るため、4×4画素のTUに対するスケーリングリストのデフォルト値としてflat行列が設定
される。しかしながら、4×4画素以外のサイズのTUに対するスケーリングリストのデフォ
ルト値としては、flat行列ではない行列が設定される。
【００１７】
　従って、非特許文献３や非特許文献４に記載されているように、4×4画素以外のサイズ
のTUに対してトランスフォームスキップが適用されると、トランスフォームスキップが行
われたTUの量子化時に、flat行列ではないスケーリングリストが用いられる可能性がある
。その結果、符号化効率が低下する。
【００１８】
　本開示は、このような状況に鑑みてなされたものであり、4×4画素以外のサイズのブロ
ックのトランスフォームスキップが行われる場合の符号化効率を向上させることができる
ようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本開示の一側面の復号装置は、ビットストリームを復号して量子化値を生成する復号部
と、所定のスケーリングリストを用いない場合、および、トランスフォームスキップが適
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用されたトランスフォームブロックのブロックサイズが4×4ブロックサイズよりも大きい
場合の少なくとも一方が成立する場合に、トランスフォームブロックのブロックサイズに
対応するフラットスケーリングリストを用いて、前記復号部により生成された前記量子化
値を逆量子化する逆量子化部とを備える復号装置である。
【００２０】
　本開示の一側面の復号方法は、本開示の一側面の復号装置に対応する。
【００２１】
　本開示の一側面においては、ビットストリームが復号されて量子化値が生成され、所定
のスケーリングリストを用いない場合、および、トランスフォームスキップが適用された
トランスフォームブロックのブロックサイズが4×4ブロックサイズよりも大きい場合の少
なくとも一方が成立する場合に、トランスフォームブロックのブロックサイズに対応する
フラットスケーリングリストを用いて、前記量子化値が逆量子化される。
【００２５】
　なお、本開示の一側面の復号装置は、コンピュータにプログラムを実行させることによ
り実現することができる。
【００２６】
　また、本開示の一側面の復号装置を実現するために、コンピュータに実行させるプログ
ラムは、伝送媒体を介して伝送することにより、又は、記録媒体に記録して、提供するこ
とができる。
【発明の効果】
【００２８】
　本開示の一側面によれば、復号することができる。また、本開示の一側面によれば、4
×4画素以外のサイズのブロックのトランスフォームスキップが行われる場合の符号化効
率が向上された符号化ストリームを復号することができる。
【００３０】
　なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるものではなく、本開示中に記載され
たいずれかの効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本開示を適用した符号化装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【図２】SPSのシンタクスの例を示す図である。
【図３】SPSのシンタクスの例を示す図である。
【図４】PPSのシンタクスの例を示す図である。
【図５】PPSのシンタクスの例を示す図である。
【図６】設定スケーリングリストを説明する図である。
【図７】図１の符号化部の構成例を示すブロック図である。
【図８】ＣＵを説明する図である。
【図９】図７のリスト設定部の構成例を示すブロック図である。
【図１０】ストリーム生成処理を説明するフローチャートである。
【図１１】図１０の符号化処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１２】図１０の符号化処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１３】図１１のスケーリングリスト決定処理の詳細を説明するフローチャートである
。
【図１４】本開示を適用した復号装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【図１５】図１４の復号部の構成例を示すブロック図である。
【図１６】図１４の復号装置の画像生成処理を説明するフローチャートである。
【図１７】図１６の復号処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１８】コンピュータのハードウエアの構成例を示すブロック図である。
【図１９】多視点画像符号化方式の例を示す図である。
【図２０】本開示を適用した多視点画像符号化装置の構成例を示す図である。
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【図２１】本開示を適用した多視点画像復号装置の構成例を示す図である。
【図２２】階層画像符号化方式の例を示す図である。
【図２３】スペーシャルなスケーラブル符号化の例を説明する図である。
【図２４】テンポラルなスケーラブル符号化の例を説明する図である。
【図２５】信号雑音比のスケーラブル符号化の例を説明する図である。
【図２６】本開示を適用した階層画像符号化装置の構成例を示す図である。
【図２７】本開示を適用した階層画像復号装置の構成例を示す図である。
【図２８】本開示を適用したテレビジョン装置の概略構成例を示す図である。
【図２９】本開示を適用した携帯電話機の概略構成例を示す図である。
【図３０】本開示を適用した記録再生装置の概略構成例を示す図である。
【図３１】本開示を適用した撮像装置の概略構成例を示す図である。
【図３２】スケーラブル符号化利用の一例を示すブロック図である。
【図３３】スケーラブル符号化利用の他の例を示すブロック図である。
【図３４】スケーラブル符号化利用のさらに他の例を示すブロック図である。
【図３５】本開示を適用したビデオセットの概略的な構成の一例を示している。
【図３６】本開示を適用したビデオプロセッサの概略的な構成の一例を示している。
【図３７】本開示を適用したビデオプロセッサの概略的な構成の他の例を示している。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　＜第１実施の形態＞
　（符号化装置の一実施の形態の構成例）
　図１は、本開示を適用した符号化装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図である
。
【００３３】
　図１の符号化装置１０は、設定部１１、符号化部１２、および伝送部１３により構成さ
れ、画像をHEVC方式に準ずる方式で符号化する。
【００３４】
　具体的には、符号化装置１０の設定部１１は、ユーザの指令等に応じて、トランスフォ
ームスキップ可能なTU（直交変換ブロック）のサイズであるTUの最小サイズを表す最小TU
サイズ情報を含むSPS（Sequence Parameter Set）を設定する。また、設定部１１は、最
小サイズのTUに対するトランスフォームスキップの適用を許可するかどうかを表すスキッ
プ許可情報を含むPPS（Picture Parameter Set）を設定する。さらに、設定部１１は、VU
I(Video Usability Information),SEI（Supplemental Enhancement Information）などを
設定する。設定部１１は、設定されたSPS,PPS,VUI,SEIなどのパラメータセットを符号化
部１２に供給する。
【００３５】
　符号化部１２には、フレーム単位の画像が入力される。符号化部１２は、設定部１１か
ら供給されるパラメータセットを参照して、入力された画像をHEVC方式に準ずる方式で符
号化する。符号化部１２は、符号化の結果得られる符号化データとパラメータセットから
符号化ストリームを生成し、伝送部１３に供給する。
【００３６】
　伝送部１３は、符号化部１２から供給される符号化ストリームを、後述する復号装置に
伝送する。
【００３７】
　（SPSのシンタクスの例）
　図２および図３は、SPSのシンタクスの例を示す図である。
【００３８】
　図２に示すように、SPSには、最小TUサイズ情報（long2_min_transform_block_size_mi
nus2）が設定される。例えば、最小TUサイズ情報は、8×8画素を表す場合1である。
【００３９】
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　また、SPSには、量子化時にスケーリングリストを用いるかどうかを表すスケーリング
リスト使用フラグ(scaling_list_enabled_flag)が設定される。スケーリングリスト使用
フラグは、量子化時にスケーリングリストを用いる場合１であり、量子化時にスケーリン
グリストを用いない場合０である。
【００４０】
　また、スケーリングリスト使用フラグが１である場合、SPSには、このSPSにスケーリン
グリストが含まれるかどうかを表すSPSスケーリングリストフラグ(sps_scaling_list_dat
a_present_flag)が設定される。SPSスケーリングリストフラグは、SPSにスケーリングリ
ストが含まれる場合１であり、SPSにスケーリングリストが含まれない場合０である。
【００４１】
　SPSスケーリングリストフラグが１である場合、SPSには、スケーリングリスト（scalin
g_list_data）が設定される。
【００４２】
　（PPSのシンタクスの例）
　図４および図５は、PPSのシンタクスの例を示す図である。
【００４３】
　図４に示すように、PPSには、スキップ許可情報（transform_skip_enabled_flag）が設
定される。これにより、TUの最小サイズに対するトランスフォームスキップの適用の制御
をピクチャ単位で行うことができる。スキップ許可情報は、TUの最小サイズに対するトラ
ンスフォームスキップの適用を許可することを表す場合１であり、許可しないことを表す
場合０である。
【００４４】
　また、図４に示すように、PPSには、このPPSにスケーリングリストが含まれるかどうか
を表すPPSスケーリングリストフラグ(pps_scaling_list_data_present_flag)が設定され
る。PPSスケーリングリストフラグは、PPSにスケーリングリストが含まれる場合１であり
、PPSにスケーリングリストが含まれない場合０である。
【００４５】
　図５に示すように、PPSスケーリングリストフラグが１である場合、PPSには、スケーリ
ングリスト（scaling_list_data）が設定される。以下では、SPSやPPSに設定されるスケ
ーリングリストを、設定スケーリングリストという。
【００４６】
　（設定スケーリングリストの説明）
　図６は、設定スケーリングリストを説明する図である。
【００４７】
　図６に示すように、HEVCでは、TUのサイズとして、4×4画素、8×8画素、16×16画素、
および32×32画素を選択することができる。従って、スケーリングリストは、これらの各
サイズについて用意される。しかしながら、16×16画素や32×32画素のような大きいサイ
ズのTUについてのスケーリングリストのデータ量は多いため、そのスケーリングリストの
伝送により、符号化効率が低下する。
【００４８】
　そこで、16×16画素や32×32画素のような大きいサイズのTUについてのスケーリングリ
ストは、図６に示すように、8×8行列にダウンサンプルされ、設定スケーリングリストと
してSPSやPPSに設定されて伝送される。但し、直流成分は、画質に与える影響が大きいた
め、別途伝送される。
【００４９】
　復号装置は、このようにして伝送されてきた8×8行列である設定スケーリングリストを
0次オーダーホルドによりアップサンプルし、16×16画素や32×32画素のような大きいサ
イズのTUについてのスケーリングリストを復元する。
【００５０】
　（符号化部の構成例）
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　図７は、図１の符号化部１２の構成例を示すブロック図である。
【００５１】
　図７の符号化部１２は、A/D変換部３１、画面並べ替えバッファ３２、演算部３３、直
交変換部３４、量子化部３５、可逆符号化部３６、蓄積バッファ３７、逆量子化部３８、
逆直交変換部３９、および加算部４０を有する。また、符号化部１２は、デブロックフィ
ルタ４１、適応オフセットフィルタ４２、適応ループフィルタ４３、フレームメモリ４４
、スイッチ４５、イントラ予測部４６、動き予測・補償部４７、予測画像選択部４８、お
よびレート制御部４９を有する。さらに、符号化部１２は、スキップ設定部５０とリスト
設定部５１を有する。
【００５２】
　符号化部１２のA/D変換部３１は、符号化対象として入力されたフレーム単位の画像をA
/D変換する。A/D変換部３１は、変換後のデジタル信号である画像を画面並べ替えバッフ
ァ３２に出力して記憶させる。
【００５３】
　画面並べ替えバッファ３２は、記憶した表示の順番のフレーム単位の画像を、GOP構造
に応じて、符号化のための順番に並べ替える。画面並べ替えバッファ３２は、並べ替え後
の画像を、演算部３３、イントラ予測部４６、および動き予測・補償部４７に出力する。
【００５４】
　演算部３３は、画面並べ替えバッファ３２から供給される画像から、予測画像選択部４
８から供給される予測画像を減算することにより符号化を行う。演算部３３は、その結果
得られる画像を、残差情報(差分)として直交変換部３４に出力する。なお、予測画像選択
部４８から予測画像が供給されない場合、演算部３３は、画面並べ替えバッファ３２から
読み出された画像をそのまま残差情報として直交変換部３４に出力する。
【００５５】
　直交変換部３４は、演算部３３からの残差情報に対してTU単位で直交変換を行う。TUの
サイズとしては、4×4画素、8×8画素、16×16画素、および32×32画素がある。直交変換
の方式としては、例えば、DCT（Discrete Cosine Transform）（離散コサイン変換）があ
る。
【００５６】
　TUが32×32画素である場合、DCTの直交変換行列の左半分は、
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【数２】

　である。
【００５７】
　また、TUが、それぞれ、4×4画素、8×8画素、16×16画素である場合のDCTの直交変換
行列は、TUが32×32画素である場合のDCTの直交変換行列を1/8,1/4,1/2に間引くことによ
って得られる。従って、直交変換部３４は、TUの全サイズに共通の演算部を設ければよく
、TUのサイズごとに演算部を設ける必要はない。
【００５８】
　なお、最適予測モードがイントラ予測モードであり、TUが4×4画素である場合、直交変
換方式としては、DST（Discrete Sine Transform）（離散サイン変換）が用いられる。DS
Tの直交変換行列Ｈは、以下の式（１）で表される。
【００５９】

【数３】

【００６０】
　このように、最適予測モードがイントラ予測モードであり、TUが4×4画素である場合、
即ち符号化済みの周辺画像に近いほど残差情報が小さくなることが顕著である場合、直交
変換方式としてDSTが用いられるので、符号化効率が向上する。
【００６１】
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　直交変換部３４は、スキップ設定部５０から供給される最小TUサイズ情報に基づいて、
TU単位で、トランスフォームスキップが適用可能であるかどうかを判定する。トランスフ
ォームスキップが適用可能であると判定された場合、直交変換部３４は、直交変換の結果
得られる直交変換係数に基づいて、直交変換が行われる場合のコスト関数値と、直交変換
が行われない場合のコスト関数値を算出する。
【００６２】
　直交変換が行われる場合のコスト関数値が、直交変換が行われない場合のコスト関数値
に比べて小さい場合、直交変換部３４は、直交変換係数を量子化部３５に供給する。そし
て、直交変換部３４は、トランスフォームスキップの無しを表すトランスフォームスキッ
プフラグを可逆符号化部３６と逆直交変換部３９に供給する。
【００６３】
　一方、直交変換が行われない場合のコスト関数値が、直交変換が行われる場合のコスト
関数値に比べて小さい場合、直交変換部３４は、トランスフォームスキップを行い、残差
情報を量子化部３５に供給する。そして、直交変換部３４は、トランスフォームスキップ
の有りを表すトランスフォームスキップフラグを可逆符号化部３６と逆直交変換部３９に
供給する。
【００６４】
　なお、トランスフォームスキップは、輝度信号および色差信号の両方に対して行うこと
ができる。また、トランスフォームスキップは、最適予測モードがイントラ予測モードで
あるか、インター予測モードであるかによらず、行うことができる。
【００６５】
　直交変換部３４は、トランスフォームスキップが適用可能ではないと判定された場合、
または、最小TUサイズ情報が供給されない場合、直交変換部３４は、直交変換係数を量子
化部３５に供給する。
【００６６】
　量子化部３５は、直交変換部３４から供給される直交変換係数または残差情報に対して
、リスト設定部５１から供給されるスケーリングリストを用いて量子化を行う。量子化部
３５は、量子化の結果得られる量子化値を可逆符号化部３６に供給する。
【００６７】
　可逆符号化部３６は、直交変換部３４から供給されるトランスフォームスキップフラグ
を取得する。可逆符号化部３６は、最適イントラ予測モードを示す情報（以下、イントラ
予測モード情報という）をイントラ予測部４６から取得する。また、可逆符号化部３６は
、最適インター予測モードを示す情報（以下、インター予測モード情報という）、動きベ
クトル、参照画像を特定する情報などを動き予測・補償部４７から取得する。
【００６８】
　また、可逆符号化部３６は、適応オフセットフィルタ４２からオフセットフィルタに関
するオフセットフィルタ情報を取得し、適応ループフィルタ４３からフィルタ係数を取得
する。
【００６９】
　可逆符号化部３６は、量子化部３５から供給される量子化値に対して、可変長符号化（
例えば、CAVLC（Context-Adaptive Variable Length Coding）など）、算術符号化（例え
ば、CABAC（Context-Adaptive Binary Arithmetic Coding）など）などの可逆符号化を行
う。
【００７０】
　また、可逆符号化部３６は、イントラ予測モード情報、または、インター予測モード情
報、動きベクトル、および参照画像を特定する情報、トランスフォームスキップフラグ、
オフセットフィルタ情報、並びにフィルタ係数を、符号化に関する符号化情報として可逆
符号化する。可逆符号化部３６は、可逆符号化された符号化情報と量子化値を、符号化デ
ータとして蓄積バッファ３７に供給し、蓄積させる。
【００７１】
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　なお、可逆符号化された符号化情報は、可逆符号化された量子化値のヘッダ情報（例え
ばスライスヘッダ）とされてもよい。トランスフォームスキップフラグ（transform_skip
_flag）は、例えば、residual_codingに設定される。
【００７２】
　蓄積バッファ３７は、可逆符号化部３６から供給される符号化データを、一時的に記憶
する。また、蓄積バッファ３７は、記憶している符号化データを、図１の設定部１１から
供給されるパラメータセットとともに、符号化ストリームとして伝送部１３に供給する。
【００７３】
　また、量子化部３５より出力された量子化値は、逆量子化部３８にも入力される。逆量
子化部３８は、量子化部３５から供給される量子化値に対して、リスト設定部５１から供
給されるスケーリングリストを用いて、量子化部３５における量子化方法に対応する方法
で逆量子化を行う。逆量子化部３８は、逆量子化の結果得られる直交変換係数または残差
情報を逆直交変換部３９に供給する。
【００７４】
　逆直交変換部３９は、直交変換部３４から供給されるトランスフォームスキップフラグ
に基づいて、TU単位で、逆量子化部３８から供給される直交変換係数に対して逆直交変換
を行う。逆直交変換の方式としては、例えば、IDCT(逆離散コサイン変換)とIDST(逆離散
サイン変換)がある。逆直交変換部３９は、逆直交変換の結果得られる残差情報、または
、逆量子化部３８から供給される残差情報を加算部４０に供給する。
【００７５】
　加算部４０は、逆直交変換部３９から供給される残差情報と、予測画像選択部４８から
供給される予測画像を加算し、復号を行う。加算部４０は、復号された画像をデブロック
フィルタ４１とフレームメモリ４４に供給する。
【００７６】
　デブロックフィルタ４１は、加算部４０から供給される復号された画像に対して、ブロ
ック歪を除去する適応デブロックフィルタ処理を行い、その結果得られる画像を適応オフ
セットフィルタ４２に供給する。
【００７７】
　適応オフセットフィルタ４２は、デブロックフィルタ４１による適応デブロックフィル
タ処理後の画像に対して、主にリンギングを除去する適応オフセットフィルタ(SAO（Samp
le adaptive offset)）処理を行う。
【００７８】
　具体的には、適応オフセットフィルタ４２は、最大の符号化単位であるLCU（Largest C
oding Unit）ごとに適応オフセットフィルタ処理の種類を決定し、その適応オフセットフ
ィルタ処理で用いられるオフセットを求める。適応オフセットフィルタ４２は、求められ
たオフセットを用いて、適応デブロックフィルタ処理後の画像に対して、決定された種類
の適応オフセットフィルタ処理を行う。
【００７９】
　適応オフセットフィルタ４２は、適応オフセットフィルタ処理後の画像を適応ループフ
ィルタ４３に供給する。また、適応オフセットフィルタ４２は、行われた適応オフセット
フィルタ処理の種類とオフセットを示す情報を、オフセットフィルタ情報として可逆符号
化部３６に供給する。
【００８０】
　適応ループフィルタ４３は、例えば、２次元のウィナーフィルタ（Wiener Filter）に
より構成される。適応ループフィルタ４３は、適応オフセットフィルタ４２から供給され
る適応オフセットフィルタ処理後の画像に対して、例えば、LCUごとに、適応ループフィ
ルタ（ALF(Adaptive Loop Filter)）処理を行う。
【００８１】
　具体的には、適応ループフィルタ４３は、LCUごとに、画面並べ替えバッファ３２から
出力される画像である原画像と適応ループフィルタ処理後の画像の残差が最小となるよう
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に、適応ループフィルタ処理で用いられるフィルタ係数を算出する。そして、適応ループ
フィルタ４３は、適応オフセットフィルタ処理後の画像に対して、算出されたフィルタ係
数を用いて、LCUごとに適応ループフィルタ処理を行う。
【００８２】
　適応ループフィルタ４３は、適応ループフィルタ処理後の画像をフレームメモリ４４に
供給する。また、適応ループフィルタ４３は、適応ループフィルタ処理に用いられたフィ
ルタ係数を可逆符号化部３６に供給する。
【００８３】
　なお、ここでは、適応ループフィルタ処理は、LCUごとに行われるものとするが、適応
ループフィルタ処理の処理単位は、LCUに限定されない。但し、適応オフセットフィルタ
４２と適応ループフィルタ４３の処理単位を合わせることにより、処理を効率的に行うこ
とができる。
【００８４】
　フレームメモリ４４は、適応ループフィルタ４３から供給される画像と、加算部４０か
ら供給される画像を蓄積する。フレームメモリ４４に蓄積されたフィルタ処理が行われて
いない画像のうちのPU（Prediction Unit）に隣接する画像は、周辺画像としてスイッチ
４５を介してイントラ予測部４６に供給される。一方、フレームメモリ４４に蓄積された
フィルタ処理が行われた画像は、参照画像としてスイッチ４５を介して動き予測・補償部
４７に出力される。
【００８５】
　イントラ予測部４６は、ＰＵ単位で、フレームメモリ４４からスイッチ４５を介して読
み出された周辺画像を用いて、候補となる全てのイントラ予測モードのイントラ予測処理
を行う。
【００８６】
　また、イントラ予測部４６は、画面並べ替えバッファ３２から読み出された画像と、イ
ントラ予測処理の結果生成される予測画像とに基づいて、候補となる全てのイントラ予測
モードに対してコスト関数値（詳細は後述する）を算出する。そして、イントラ予測部４
６は、コスト関数値が最小となるイントラ予測モードを、最適イントラ予測モードに決定
する。
【００８７】
　イントラ予測部４６は、最適イントラ予測モードで生成された予測画像、および、対応
するコスト関数値を、予測画像選択部４８に供給する。イントラ予測部４６は、予測画像
選択部４８から最適イントラ予測モードで生成された予測画像の選択が通知された場合、
イントラ予測モード情報を可逆符号化部３６に供給する。
【００８８】
　なお、コスト関数値は、RD(Rate Distortion)コストともいい、例えば、H．264/AVC方
式における参照ソフトウエアであるJM(Joint Model)で定められているような、High Comp
lexity モードまたはLow Complexity モードの手法に基づいて算出される。なお、H．264
/AVC方式における参照ソフトウエアは、http://iphome.hhi.de/suehring/tml/index.htm
において公開されている。
【００８９】
　具体的には、コスト関数値の算出手法としてHigh Complexity モードが採用される場合
、候補となる全ての予測モードに対して、仮に復号までが行われ、次の式（２）で表わさ
れるコスト関数値が各予測モードに対して算出される。
【００９０】
【数４】

【００９１】
　Dは、原画像と復号画像の差分（歪）、Rは、直交変換の係数まで含んだ発生符号量、λ
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は、量子化パラメータQPの関数として与えられるラグランジュ未定乗数である。
【００９２】
　一方、コスト関数値の算出手法としてLow Complexity モードが採用される場合、候補
となる全ての予測モードに対して、予測画像の生成、および、符号化情報の符号量の算出
が行われ、次の式（３）で表わされるコスト関数が各予測モードに対して算出される。
【００９３】
【数５】

【００９４】
　Dは、原画像と予測画像の差分（歪）、Header_Bitは、符号化情報の符号量、QPtoQuant
は、量子化パラメータQPの関数として与えられる関数である。
【００９５】
　Low Complexity モードにおいては、全ての予測モードに対して、予測画像を生成する
だけでよく、復号画像を生成する必要がないため、演算量が少なくて済む。
【００９６】
　動き予測・補償部４７は、ＰＵ単位で候補となる全てのインター予測モードの動き予測
・補償処理を行う。具体的には、動き予測・補償部４７は、画面並べ替えバッファ３２か
ら供給される画像と、フレームメモリ４４からスイッチ４５を介して読み出される参照画
像に基づいて、候補となる全てのインター予測モードの動きベクトルをＰＵ単位で検出す
る。そして、動き予測・補償部４７は、その動きベクトルに基づいてＰＵ単位で参照画像
に補償処理を施し、予測画像を生成する。
【００９７】
　このとき、動き予測・補償部４７は、画面並べ替えバッファ３２から供給される画像と
予測画像とに基づいて、候補となる全てのインター予測モードに対してコスト関数値を算
出し、コスト関数値が最小となるインター予測モードを最適インター予測モードに決定す
る。そして、動き予測・補償部４７は、最適インター予測モードのコスト関数値と、対応
する予測画像を予測画像選択部４８に供給する。また、動き予測・補償部４７は、予測画
像選択部４８から最適インター予測モードで生成された予測画像の選択が通知された場合
、インター予測モード情報、対応する動きベクトル、参照画像を特定する情報などを可逆
符号化部３６に出力する。
【００９８】
　予測画像選択部４８は、イントラ予測部４６および動き予測・補償部４７から供給され
るコスト関数値に基づいて、最適イントラ予測モードと最適インター予測モードのうちの
、対応するコスト関数値が小さい方を、最適予測モードに決定する。そして、予測画像選
択部４８は、最適予測モードの予測画像を、演算部３３および加算部４０に供給する。ま
た、予測画像選択部４８は、最適予測モードの予測画像の選択をイントラ予測部４６また
は動き予測・補償部４７に通知する。
【００９９】
　レート制御部４９は、蓄積バッファ３７に蓄積された符号化データに基づいて、オーバ
ーフローあるいはアンダーフローが発生しないように、量子化部３５の量子化動作のレー
トを制御する。
【０１００】
　スキップ設定部５０は、図１の設定部１１から供給されるPPSに含まれるスキップ許可
情報に基づいて、設定部１１から供給されるSPSに含まれる最小TUサイズ情報を直交変換
部３４とリスト設定部５１に供給する。
【０１０１】
　リスト設定部５１は、スキップ設定部５０から供給される最小TUサイズ情報に基づいて
、最小TUサイズ情報が表す最小サイズおよび4×4画素のTUのスケーリングリストのデフォ
ルト値（以下、デフォルトスケーリングリストという）としてflat行列を設定する。なお
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、ここでは、TUの最小サイズが4×4画素以外であるものとするが、TUの最小サイズが4×4
画素である場合には、4×4画素のTUのデフォルトスケーリングリストのみがflat行列にさ
れる。また、リスト設定部５１は、最小TUサイズ情報が表す最小サイズより大きいサイズ
のTUのデフォルトスケーリングリストとしてflat行列以外の行列を設定する。
【０１０２】
　リスト設定部５１は、設定部１１から供給されるSPSやPPSに含まれるTUのサイズごとの
設定スケーリングリストを取得する。リスト設定部５１は、SPSに基づいて、TUのサイズ
ごとのデフォルトスケーリングリスト、設定スケーリングリスト、またはflat行列である
スケーリングリスト（以下、フラットスケーリングリストという）を、量子化部３５と逆
量子化部３８に供給する。
【０１０３】
　以上のように、リスト設定部５１は、トランスフォームスキップ可能なTUのサイズであ
るTUの最小サイズのデフォルトスケーリングリストとしてflat行列を設定する。これによ
り、トランスフォームスキップが行われたTUの残差情報に対して、flat行列以外のスケー
リングリストを用いて量子化が行われることを抑制することができる。即ち、画素ドメイ
ンの残差情報の量子化時に周波数ドメインの重み係数が用いられることを抑制することが
できる。
【０１０４】
　（符号化単位の説明）
　図８は、HEVC方式における符号化単位であるCoding UNIT(CU)を説明する図である。
【０１０５】
　HEVC方式では、4000画素×2000画素のUHD（Ultra High Definition）などのような大き
な画枠の画像も対象としているため、符号化単位のサイズを16画素×16画素に固定するこ
とは最適ではない。従って、HEVC方式では、符号化単位としてCUが定義されている。
【０１０６】
　CUは、AVC方式におけるマクロブロックと同様の役割を果たす。具体的には、CUはPUに
分割されたり、TUに分割されたりする。
【０１０７】
　但し、CUのサイズは、シーケンスごとに可変の２のべき乗画素で表される正方形である
。具体的には、CUは、最大のサイズのCUであるLCUを、最小のサイズのCUであるSCU(Small
est Coding Unit)より小さくならないように、任意の回数だけ水平方向および垂直方向に
２分割することにより設定される。即ち、LCUを、SCUになるまで、上の階層のサイズが下
の階層のサイズの1/4となるように階層化したときの任意の階層のサイズがCUのサイズで
ある。
【０１０８】
　例えば、図８では、LCUのサイズが128であり、SCUのサイズが8である。従って、LCUの
階層深度（Depth）は0乃至4となり、階層深度数は5となる。即ち、CUに対応する分割数は
0乃至4のいずれかである。
【０１０９】
　なお、LCUとSCUのサイズを指定する情報は、SPSに含められる。また、CUに対応する分
割数は、各階層においてさらに分割するかどうかを表すsplit_flagにより指定される。CU
の詳細については、非特許文献１に記載されている。
【０１１０】
　TUのサイズは、CUのsplit_flagと同様に、split_transform_flagを用いて指定すること
ができる。インター予測時およびイントラ予測時のTUの最大分割数は、それぞれ、max_tr
ansform_hierarchy_depth_inter,max_transform_hierarchy_depth_intraとして、SPSによ
り指定される。
【０１１１】
　また、本明細書において、CTU（Coding Tree Unit）は、LCUのCTB（Coding Tree Block
）と、そのLCUベース（レベル）で処理するときのパラメータを含む単位であるとする。
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また、CTUを構成するCUは、CB(Coding Block)と、そのCUベース（レベル）で処理すると
きのパラメータを含む単位であるとする。
【０１１２】
　（リスト設定部５１の構成例）
　図９は、図７のリスト設定部５１の構成例を示すブロック図である。
【０１１３】
　図９に示すように、スキップ設定部５０は、図１の設定部１１から供給されるPPSに含
まれるスキップ許可情報とSPSに含まれる最小TUサイズ情報を取得する。スキップ設定部
５０は、スキップ許可情報が１である場合、最小TUサイズ情報を図７の直交変換部３４と
リスト設定部５１に供給する。
【０１１４】
　図９に示すように、リスト設定部５１は、デフォルト設定部７１、フラット設定部７２
、およびリスト取得部７３により構成される。
【０１１５】
　デフォルト設定部７１は、スキップ設定部５０から供給される最小TUサイズ情報に基づ
いて、最小TUサイズ情報が表す最小サイズおよび4×4画素のデフォルトスケーリングリス
トをflat行列に設定する。また、デフォルト設定部７１は、最小TUサイズ情報が表す最小
サイズより大きいサイズのデフォルトスケーリングリストをflat行列以外の行列に設定す
る。
【０１１６】
　デフォルト設定部７１は、設定部１１から供給されるSPSに含まれるSPSスケーリングリ
ストフラグまたはPPSに含まれるPPSスケーリングリストフラグに基づいて、TUのサイズご
とのデフォルトスケーリングリストを図７の量子化部３５と逆量子化部３８に供給する。
【０１１７】
　フラット設定部７２は、TUのサイズごとのフラットスケーリングリストを保持する。フ
ラット設定部７２は、設定部１１から供給されるSPSに含まれるスケーリングリスト使用
フラグに基づいて、TUのサイズごとのフラットスケーリングリストを量子化部３５と逆量
子化部３８に供給する。
【０１１８】
　リスト取得部７３は、設定部１１から供給されるSPSやPPSに含まれるTUのサイズごとの
設定スケーリングリストを取得する。リスト取得部７３は、TUのサイズが4×4画素または
8×8画素である場合の設定スケーリングリストをそのまま量子化部３５と逆量子化部３８
に供給する。また、リスト取得部７３は、TUのサイズが16×16画素または32×32画素であ
る場合の8×8の設定スケーリングリストをアップサンプルして、16×16画素または32×32
画素についてのスケーリングリストを生成し、量子化部３５と逆量子化部３８に供給する
。
【０１１９】
　（符号化装置の処理の説明）
　図１０は、図１の符号化装置１０のストリーム生成処理を説明するフローチャートであ
る。
【０１２０】
　図１０のステップＳ１１において、符号化装置１０の設定部１１は、パラメータセット
を設定する。設定部１１は、設定されたパラメータセットを符号化部１２に供給する。
【０１２１】
　ステップＳ１２において、符号化部１２は、外部から入力されたフレーム単位の画像を
HEVC方式に準ずる方式で符号化する符号化処理を行う。この符号化処理の詳細は、後述す
る図１１および図１２を参照して説明する。
【０１２２】
　ステップＳ１３において、符号化部１２の蓄積バッファ３７（図７）は、設定部１１か
ら供給されるパラメータセットと蓄積している符号化データから符号化ストリームを生成
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し、伝送部１３に供給する。
【０１２３】
　ステップＳ１４において、伝送部１３は、設定部１１から供給される符号化ストリーム
を、後述する復号装置に伝送し、処理を終了する。
【０１２４】
　図１１および図１２は、図１０のステップＳ１２の符号化処理の詳細を説明するフロー
チャートである。
【０１２５】
　図１１のステップＳ３０において、符号化部１２（図７）は、TUのサイズごとのスケー
リングリストを決定するスケーリングリスト決定処理を行う。このスケーリングリスト決
定処理の詳細は、後述する図１３を参照して説明する。
【０１２６】
　ステップＳ３１において、A/D変換部３１は、符号化対象として入力されたフレーム単
位の画像をA/D変換する。A/D変換部３１は、変換後のデジタル信号である画像を画面並べ
替えバッファ３２に出力して記憶させる。
【０１２７】
　ステップＳ３２において、画面並べ替えバッファ３２は、記憶した表示の順番のフレー
ムの画像を、GOP構造に応じて、符号化のための順番に並べ替える。画面並べ替えバッフ
ァ３２は、並べ替え後のフレーム単位の画像を、演算部３３、イントラ予測部４６、およ
び動き予測・補償部４７に供給する。
【０１２８】
　ステップＳ３３において、イントラ予測部４６は、ＰＵ単位で候補となる全てのイント
ラ予測モードのイントラ予測処理を行う。また、イントラ予測部４６は、画面並べ替えバ
ッファ３２から読み出された画像と、イントラ予測処理の結果生成される予測画像とに基
づいて、候補となる全てのイントラ予測モードに対してコスト関数値を算出する。そして
、イントラ予測部４６は、コスト関数値が最小となるイントラ予測モードを、最適イント
ラ予測モードに決定する。イントラ予測部４６は、最適イントラ予測モードで生成された
予測画像、および、対応するコスト関数値を、予測画像選択部４８に供給する。
【０１２９】
　また、動き予測・補償部４７は、ＰＵ単位で候補となる全てのインター予測モードの動
き予測・補償処理を行う。また、動き予測・補償部４７は、画面並べ替えバッファ３２か
ら供給される画像と予測画像とに基づいて、候補となる全てのインター予測モードに対し
てコスト関数値を算出し、コスト関数値が最小となるインター予測モードを最適インター
予測モードに決定する。そして、動き予測・補償部４７は、最適インター予測モードのコ
スト関数値と、対応する予測画像を予測画像選択部４８に供給する。
【０１３０】
　ステップＳ３４において、予測画像選択部４８は、ステップＳ３３の処理によりイント
ラ予測部４６および動き予測・補償部４７から供給されるコスト関数値に基づいて、最適
イントラ予測モードと最適インター予測モードのうちのコスト関数値が最小となる方を、
最適予測モードに決定する。そして、予測画像選択部４８は、最適予測モードの予測画像
を、演算部３３および加算部４０に供給する。
【０１３１】
　ステップＳ３５において、予測画像選択部４８は、最適予測モードが最適インター予測
モードであるかどうかを判定する。ステップＳ３５で最適予測モードが最適インター予測
モードであると判定された場合、予測画像選択部４８は、最適インター予測モードで生成
された予測画像の選択を動き予測・補償部４７に通知する。
【０１３２】
　そして、ステップＳ３６において、動き予測・補償部４７は、インター予測モード情報
、動きベクトル、および参照画像を特定する情報を可逆符号化部３６に供給し、処理をス
テップＳ３８に進める。
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【０１３３】
　一方、ステップＳ３５で最適予測モードが最適インター予測モードではないと判定され
た場合、即ち最適予測モードが最適イントラ予測モードである場合、予測画像選択部４８
は、最適イントラ予測モードで生成された予測画像の選択をイントラ予測部４６に通知す
る。そして、ステップＳ３７において、イントラ予測部４６は、イントラ予測モード情報
を可逆符号化部３６に供給し、処理をステップＳ３８に進める。
【０１３４】
　ステップＳ３８において、演算部３３は、画面並べ替えバッファ３２から供給される画
像から、予測画像選択部４８から供給される予測画像を減算することにより符号化を行う
。演算部３３は、その結果得られる画像を、残差情報として直交変換部３４に出力する。
【０１３５】
　ステップＳ３９において、直交変換部３４は、TU単位で、演算部３３からの残差情報に
対して直交変換を施す。
【０１３６】
　ステップＳ４０において、直交変換部３４は、ステップＳ３０のスケーリングリスト決
定処理で最小TUサイズ情報がスキップ設定部５０から供給されたかどうかを判定する。
【０１３７】
　ステップＳ４０で最小TUサイズ情報がスキップ設定部５０から供給されたと判定された
場合、即ちスキップ許可情報が1である場合、処理はステップＳ４１に進む。ステップＳ
４１において、直交変換部３４は、最小TUサイズ情報に基づいて、TU単位で、トランスフ
ォームスキップが適用可能であるかどうかを判定する。
【０１３８】
　具体的には、直交変換部３４は、TU単位で、そのTUのサイズが、最小TUサイズ情報が表
す最小サイズである場合、トランスフォームスキップが適用可能であると判定する。一方
、TUのサイズが、最小TUサイズ情報が表す最小サイズではない場合、直交変換部３４は、
トランスフォームスキップが適用可能ではないと判定する。
【０１３９】
　ステップＳ４１でトランスフォームスキップが適用可能であると判定された場合、直交
変換部３４は、TU単位で、直交変換の結果得られる直交変換係数に基づいて、直交変換が
行われる場合のコスト関数値と、直交変換が行われない場合のコスト関数値を算出する。
そして、ステップＳ４２において、直交変換部３４は、TU単位でトランスフォームスキッ
プを行うかどうかを判定する。
【０１４０】
　具体的には、直交変換部３４は、直交変換が行われない場合のコスト関数値が、直交変
換が行われる場合のコスト関数値に比べて小さい場合、トランスフォームスキップを行う
と判定する。一方、直交変換が行われる場合のコスト関数値が、直交変換が行われない場
合のコスト関数値に比べて小さい場合、直交変換部３４は、トランスフォームスキップを
行わないと判定する。
【０１４１】
　ステップＳ４２でトランスフォームスキップを行うと判定された場合、ステップＳ４３
において、直交変換部３４は、TU単位で、演算部３３から供給される残差情報を量子化部
３５に出力する。また、直交変換部３４は、TU単位で、トランスフォームスキップの有り
を表すトランスフォームスキップフラグを可逆符号化部３６と逆直交変換部３９に供給す
る。そして、処理はステップＳ４５に進む。
【０１４２】
　一方、ステップＳ４０で最小TUサイズ情報がスキップ設定部５０から供給されていない
と判定された場合、即ちスキップ許可情報が０である場合、処理はステップＳ４４に進む
。また、ステップＳ４１でトランスフォームスキップが適用可能ではないと判定された場
合、処理はステップＳ４４に進む。さらに、ステップＳ４２でトランスフォームスキップ
を行わないと判定された場合、処理はステップＳ４４に進む。
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【０１４３】
　ステップＳ４４において、直交変換部３４は、TU単位で直交変換係数を量子化部３５に
出力する。また、直交変換部３４は、TU単位で、トランスフォームスキップの無しを表す
トランスフォームスキップフラグを可逆符号化部３６と逆直交変換部３９に供給する。そ
して、処理はステップＳ４５に進む。
【０１４４】
　ステップＳ４５において、量子化部３５は、TU単位で、直交変換部３４から供給される
直交変換係数または残差情報を、リスト設定部５１から供給されるTUのサイズごとのスケ
ーリングリストを用いて量子化する。量子化部３５は、量子化の結果得られる量子化値を
可逆符号化部３６と逆量子化部３８に供給する。
【０１４５】
　図１２のステップＳ４６において、逆量子化部３８は、TU単位で、量子化部３５から供
給される量子化値を、リスト設定部５１から供給されるTUのサイズごとのスケーリングリ
ストを用いて逆量子化する。逆量子化部３８は、逆量子化の結果得られる直交変換係数ま
たは残差情報を逆直交変換部３９に供給する。
【０１４６】
　ステップＳ４７において、逆直交変換部３９は、TU単位で、直交変換部３４から供給さ
れるトランスフォームスキップフラグに基づいて、トランスフォームスキップを行わない
かどうかを判定する。
【０１４７】
　トランスフォームスキップフラグがトランスフォームスキップの無しを表す場合、また
は、トランスフォームスキップフラグが直交変換部３４から供給されない場合、ステップ
Ｓ４７で、トランスフォームスキップを行わないと判定される。そして、処理はステップ
Ｓ４８に進む。
【０１４８】
　ステップＳ４８において、逆直交変換部３９は、TU単位で、逆量子化部３８から供給さ
れる直交変換係数に対して逆直交変換を施す。逆直交変換部３９は、その結果得られる残
差情報を加算部４０に供給し、処理をステップＳ４９に進める。
【０１４９】
　一方、トランスフォームスキップフラグがトランスフォームスキップの有りを表す場合
、ステップＳ４７で、トランスフォームスキップを行うと判定される。そして、逆直交変
換部３９は、逆量子化部３８から供給される残差情報を加算部４０に供給し、処理をステ
ップＳ４９に進める。
【０１５０】
　ステップＳ４９において、加算部４０は、逆直交変換部３９から供給される残差情報と
、予測画像選択部４８から供給される予測画像を加算し、復号を行う。加算部４０は、復
号された画像をデブロックフィルタ４１とフレームメモリ４４に供給する。
【０１５１】
　ステップＳ５０において、デブロックフィルタ４１は、加算部４０から供給される復号
された画像に対して、デブロッキングフィルタ処理を行う。デブロックフィルタ４１は、
その結果得られる画像を適応オフセットフィルタ４２に供給する。
【０１５２】
　ステップＳ５１において、適応オフセットフィルタ４２は、デブロックフィルタ４１か
ら供給される画像に対して、LCUごとに適応オフセットフィルタ処理を行う。適応オフセ
ットフィルタ４２は、その結果得られる画像を適応ループフィルタ４３に供給する。また
、適応オフセットフィルタ４２は、LCUごとに、オフセットフィルタ情報を可逆符号化部
３６に供給する。
【０１５３】
　ステップＳ５２において、適応ループフィルタ４３は、適応オフセットフィルタ４２か
ら供給される画像に対して、LCUごとに適応ループフィルタ処理を行う。適応ループフィ
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ルタ４３は、その結果得られる画像をフレームメモリ４４に供給する。また、適応ループ
フィルタ４３は、適応ループフィルタ処理で用いられたフィルタ係数を可逆符号化部３６
に供給する。
【０１５４】
　ステップＳ５３において、フレームメモリ４４は、適応ループフィルタ４３から供給さ
れる画像と加算部４０から供給される画像を蓄積する。フレームメモリ４４に蓄積された
フィルタ処理が行われていない画像のうちのＰＵに隣接する画像は、周辺画像としてスイ
ッチ４５を介してイントラ予測部４６に供給される。一方、フレームメモリ４４に蓄積さ
れたフィルタ処理が行われた画像は、参照画像としてスイッチ４５を介して動き予測・補
償部４７に出力される。
【０１５５】
　ステップＳ５４において、可逆符号化部３６は、イントラ予測モード情報、または、イ
ンター予測モード情報、動きベクトル、および参照画像を特定する情報、トランスフォー
ムスキップフラグ、オフセットフィルタ情報、並びにフィルタ係数を、符号化情報として
可逆符号化する。
【０１５６】
　ステップＳ５５において、可逆符号化部３６は、量子化部３５から供給される量子化値
を可逆符号化する。そして、可逆符号化部３６は、ステップＳ５４の処理で可逆符号化さ
れた符号化情報と可逆符号化された量子化値から、符号化データを生成し、蓄積バッファ
３７に供給する。
【０１５７】
　ステップＳ５６において、蓄積バッファ３７は、可逆符号化部３６から供給される符号
化データを、一時的に蓄積する。
【０１５８】
　ステップＳ５７において、レート制御部４９は、蓄積バッファ３７に蓄積された符号化
データに基づいて、オーバーフローあるいはアンダーフローが発生しないように、量子化
部３５の量子化動作のレートを制御する。そして、処理は、図１０のステップＳ１２に戻
り、ステップＳ１３に進む。
【０１５９】
　なお、図１１および図１２の符号化処理では、説明を簡単化するため、常に、イントラ
予測処理と動き予測・補償処理が行われるようにしたが、実際には、ピクチャタイプ等に
よっていずれか一方のみが行われる場合もある。
【０１６０】
　図１３は、図１１のステップＳ３０のスケーリングリスト決定処理の詳細を説明するフ
ローチャートである。
【０１６１】
　図１３のステップＳ７１において、スキップ設定部５０（図９）は、図１の設定部１１
から供給されるPPSに含まれるスキップ許可情報が１であるかどうかを判定する。ステッ
プＳ７１でスキップ許可情報が１であると判定された場合、ステップＳ７２において、ス
キップ設定部５０は、設定部１１から供給されるSPSに含まれる最小TUサイズ情報を直交
変換部３４とリスト設定部５１に供給する。
【０１６２】
　ステップＳ７３において、リスト設定部５１のデフォルト設定部７１は、スキップ設定
部５０から供給される最小TUサイズ情報に基づいて、TUのサイズごとにデフォルトスケー
リングリストを設定する。そして、処理はステップＳ７５に進む。
【０１６３】
　一方、ステップＳ７１でスキップ許可情報が０であると判定された場合、ステップＳ７
４において、デフォルト設定部７１は、TUのサイズごとにデフォルトスケーリングリスト
を設定する。
【０１６４】
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　具体的には、デフォルト設定部７１は、4×4画素のTUのデフォルトスケーリングリスト
としてflat行列を設定する。また、デフォルト設定部７１は、4×4画素より大きいサイズ
のTUのデフォルトスケーリングリストとしてflat行列以外の行列を設定する。そして、処
理はステップＳ７５に進む。
【０１６５】
　ステップＳ７５において、リスト取得部７３は、設定部１１から供給されるSPSに含ま
れるスケーリングリスト使用フラグが１であるかどうかを判定する。ステップＳ７５でス
ケーリングリスト使用フラグが１であると判定された場合、処理はステップＳ７６に進む
。
【０１６６】
　ステップＳ７６において、リスト取得部７３は、設定部１１から供給されるSPSに含ま
れるSPSスケーリングリストフラグまたはPPSに含まれるPPSスケーリングリストフラグが
１であるかどうかを判定する。
【０１６７】
　ステップＳ７６でSPSスケーリングリストフラグまたはPPSスケーリングリストフラグが
1であると判定された場合、処理はステップＳ７７に進む。ステップＳ７７において、リ
スト取得部７３は、SPSまたはPPSに含まれる、TUのサイズごとの設定スケーリングリスト
を取得する。
【０１６８】
　リスト取得部７３は、TUのサイズが4×4画素または8×8画素である場合の設定スケーリ
ングリストをそのまま量子化部３５と逆量子化部３８に供給する。また、リスト取得部７
３は、TUのサイズが16×16画素または32×32画素である場合の8×8の設定スケーリングリ
ストをアップサンプルして、16×16画素または32×32画素についてのスケーリングリスト
を生成し、量子化部３５と逆量子化部３８に供給する。そして、処理は図１１のステップ
Ｓ３０に戻り、ステップＳ３１に進む。
【０１６９】
　一方、ステップＳ７６でSPSスケーリングリストフラグおよびPPSスケーリングリストフ
ラグが1ではないと判定された場合、処理はステップＳ７８に進む。ステップＳ７８にお
いて、デフォルト設定部７１は、TUのサイズごとのデフォルトスケーリングリストを量子
化部３５と逆量子化部３８に供給する。そして、処理は図１１のステップＳ３０に戻り、
ステップＳ３１に進む。
【０１７０】
　また、ステップＳ７５でスケーリングリスト使用フラグが１ではないと判定された場合
、処理はステップＳ７９に進む。ステップＳ７９において、フラット設定部７２は、保持
しているTUのサイズごとのフラットスケーリングリストを量子化部３５と逆量子化部３８
に供給する。そして、処理は図１１のステップＳ３０に戻り、ステップＳ３１に進む。
【０１７１】
　以上のように、符号化装置１０は、4×4画素以外のトランスフォームスキップ可能なサ
イズであるTUの最小サイズについてのデフォルトスケーリングリストとしてflat行列を設
定する。従って、4×4画素以外のサイズのTUに対してトランスフォームスキップが行われ
る場合であっても、トランスフォームスキップが行われた画素ドメインのTUの量子化時に
、flat行列以外の周波数ドメインのスケーリングリストが用いられることを抑制すること
ができる。その結果、符号化効率を向上させることができる。
【０１７２】
　（復号装置の一実施の形態の構成例）
　図１４は、図１の符号化装置１０から伝送される符号化ストリームを復号する、本開示
を適用した復号装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【０１７３】
　図１４の復号装置１１０は、受け取り部１１１、抽出部１１２、および復号部１１３に
より構成される。
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【０１７４】
　復号装置１１０の受け取り部１１１は、図１の符号化装置１０から伝送されてくる符号
化ストリームを受け取り、抽出部１１２に供給する。
【０１７５】
　抽出部１１２は、受け取り部１１１から供給される符号化ストリームから、パラメータ
セットと符号化データを抽出し、復号部１１３に供給する。
【０１７６】
　復号部１１３は、抽出部１１２から供給される符号化データをHEVC方式に準ずる方式で
復号する。このとき、復号部１１３は、必要に応じて、抽出部１１２から供給されるパラ
メータセットも参照する。復号部１１３は、復号の結果得られる画像を出力する。
【０１７７】
　（復号部の構成例）
　図１５は、図１４の復号部１１３の構成例を示すブロック図である。
【０１７８】
　図１５の復号部１１３は、蓄積バッファ１３１、可逆復号部１３２、逆量子化部１３３
、逆直交変換部１３４、加算部１３５、デブロックフィルタ１３６、適応オフセットフィ
ルタ１３７、適応ループフィルタ１３８、および画面並べ替えバッファ１３９を有する。
また、復号部１１３は、D/A変換部１４０、フレームメモリ１４１、スイッチ１４２、イ
ントラ予測部１４３、動き補償部１４４、スイッチ１４５、スキップ設定部１４６、およ
びリスト設定部１４７を有する。
【０１７９】
　復号部１１３の蓄積バッファ１３１は、図１４の抽出部１１２から符号化データを受け
取り、蓄積する。蓄積バッファ１３１は、蓄積されている符号化データを可逆復号部１３
２に供給する。
【０１８０】
　可逆復号部１３２は、蓄積バッファ１３１からの符号化データに対して、可変長復号や
、算術復号等の可逆復号を施すことで、量子化値と符号化情報を得る。可逆復号部１３２
は、量子化値を逆量子化部１３３に供給する。また、可逆復号部１３２は、符号化情報と
してのイントラ予測モード情報などをイントラ予測部１４３に供給する。可逆復号部１３
２は、動きベクトル、インター予測モード情報、参照画像を特定する情報などを動き補償
部１４４に供給する。
【０１８１】
　さらに、可逆復号部１３２は、符号化情報としてのイントラ予測モード情報またはイン
ター予測モード情報をスイッチ１４５に供給する。可逆復号部１３２は、符号化情報とし
てのオフセットフィルタ情報を適応オフセットフィルタ１３７に供給する。可逆復号部１
３２は、符号化情報としてのフィルタ係数を適応ループフィルタ１３８に供給する。
【０１８２】
　また、可逆復号部１３２は、符号化情報としてのトランスフォームスキップフラグを逆
直交変換部１３４に供給する。
【０１８３】
　逆量子化部１３３、逆直交変換部１３４、加算部１３５、デブロックフィルタ１３６、
適応オフセットフィルタ１３７、適応ループフィルタ１３８、フレームメモリ１４１、ス
イッチ１４２、イントラ予測部１４３、動き補償部１４４、スキップ設定部１４６、およ
びリスト設定部１４７は、図７の逆量子化部３８、逆直交変換部３９、加算部４０、デブ
ロックフィルタ４１、適応オフセットフィルタ４２、適応ループフィルタ４３、フレーム
メモリ４４、スイッチ４５、イントラ予測部４６、動き予測・補償部４７、スキップ設定
部５０、およびリスト設定部５１とそれぞれ同様の処理を行い、これにより、画像が復号
される。
【０１８４】
　具体的には、逆量子化部１３３は、可逆復号部１３２からの量子化値に対して、リスト
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設定部１４７から供給されるスケーリングリストを用いて、図７の量子化部３５における
量子化方法に対応する方法で逆量子化を行う。逆量子化部１３３は、その結果得られる直
交変換係数または残差情報を逆直交変換部１３４に供給する。
【０１８５】
　逆直交変換部１３４は、可逆復号部１３２から供給されるトランスフォームスキップフ
ラグに基づいて、TU単位で、逆量子化部１３３から供給される直交変換係数に対して逆直
交変換を行う。逆直交変換部１３４は、逆直交変換の結果得られる残差情報、または、逆
量子化部１３３から供給される残差情報を加算部１３５に供給する。
【０１８６】
　加算部１３５は、逆直交変換部１３４から供給される残差情報と、スイッチ１４５から
供給される予測画像を加算することにより、復号を行う。加算部１３５は、復号された画
像をデブロックフィルタ１３６とフレームメモリ１４１に供給する。
【０１８７】
　デブロックフィルタ１３６は、加算部１３５から供給される画像に対して適応デブロッ
クフィルタ処理を行い、その結果得られる画像を適応オフセットフィルタ１３７に供給す
る。
【０１８８】
　適応オフセットフィルタ１３７は、LCUごとに、可逆復号部１３２からのオフセットフ
ィルタ情報が表すオフセットを用いて、適応デブロックフィルタ処理後の画像に対して、
オフセットフィルタ情報が表す種類の適応オフセットフィルタ処理を行う。適応オフセッ
トフィルタ１３７は、適応オフセットフィルタ処理後の画像を、適応ループフィルタ１３
８に供給する。
【０１８９】
　適応ループフィルタ１３８は、適応オフセットフィルタ１３７から供給される画像に対
して、可逆復号部１３２から供給されるフィルタ係数を用いて、LCUごとに適応ループフ
ィルタ処理を行う。適応ループフィルタ１３８は、その結果得られる画像をフレームメモ
リ１４１および画面並べ替えバッファ１３９に供給する。
【０１９０】
　画面並べ替えバッファ１３９は、適応ループフィルタ１３８から供給される画像をフレ
ーム単位で記憶する。画面並べ替えバッファ１３９は、記憶した符号化のための順番のフ
レーム単位の画像を、元の表示の順番に並び替え、D/A変換部１４０に供給する。
【０１９１】
　D/A変換部１４０は、画面並べ替えバッファ１３９から供給されるフレーム単位の画像
をD/A変換し、出力する。
【０１９２】
　フレームメモリ１４１は、適応ループフィルタ１３８から供給される画像と加算部１３
５から供給される画像を蓄積する。フレームメモリ１４１に蓄積されたフィルタ処理が行
われていない画像のうちのＰＵに隣接する画像は、周辺画像としてスイッチ１４２を介し
てイントラ予測部１４３に供給される。一方、フレームメモリ１４１に蓄積されたフィル
タ処理が行われた画像は、参照画像として、スイッチ１４２を介して動き補償部１４４に
供給される。
【０１９３】
　イントラ予測部１４３は、フレームメモリ１４１からスイッチ１４２を介して読み出さ
れた周辺画像を用いて、可逆復号部１３２から供給されるイントラ予測モード情報が示す
最適イントラ予測モードのイントラ予測処理を行う。イントラ予測部１４３は、その結果
生成される予測画像をスイッチ１４５に供給する。
【０１９４】
　動き補償部１４４は、フレームメモリ１４１からスイッチ１４２を介して、可逆復号部
１３２から供給される参照画像を特定する情報により特定される参照画像を読み出す。動
き補償部１４４は、可逆復号部１３２から供給される動きベクトルと参照画像を用いて、
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可逆復号部１３２から供給されるインター予測モード情報が示す最適インター予測モード
の動き補償処理を行う。動き補償部１４４は、その結果生成される予測画像をスイッチ１
４５に供給する。
【０１９５】
　スイッチ１４５は、可逆復号部１３２からイントラ予測モード情報が供給された場合、
イントラ予測部１４３から供給される予測画像を加算部１３５に供給する。一方、可逆復
号部１３２からインター予測モード情報が供給された場合、スイッチ１４５は、動き補償
部１４４から供給される予測画像を加算部１３５に供給する。
【０１９６】
　スキップ設定部１４６は、図１４の抽出部１１２から供給されるPPSに含まれるスキッ
プ許可情報に基づいて、抽出部１１２から供給されるSPSに含まれる最小TUサイズ情報を
リスト設定部１４７に供給する。
【０１９７】
　リスト設定部１４７は、図９のリスト設定部５１と同様に構成される。リスト設定部１
４７は、スキップ設定部１４６から供給される最小TUサイズ情報に基づいて、最小TUサイ
ズ情報が表す最小サイズおよび4×4画素のTUのデフォルトスケーリングリストとしてflat
行列を設定する。また、リスト設定部１４７は、最小TUサイズ情報が表す最小サイズより
大きいサイズのTUのデフォルトスケーリングリストとしてflat行列以外の行列を設定する
。
【０１９８】
　リスト設定部１４７は、抽出部１１２から供給されるSPSやPPSに含まれるTUのサイズご
との設定スケーリングリストを取得する。リスト設定部１４７は、SPSに基づいて、TUの
サイズごとのデフォルトスケーリングリスト、設定スケーリングリスト、またはフラット
スケーリングリストを、逆量子化部１３３に供給する。
【０１９９】
　（復号装置の処理の説明）
　図１６は、図１４の復号装置１１０の画像生成処理を説明するフローチャートである。
【０２００】
　図１６のステップＳ１１１において、復号装置１１０の受け取り部１１１は、図１の符
号化装置１０から伝送されてくる符号化ストリームを受け取り、抽出部１１２に供給する
。
【０２０１】
　ステップＳ１１２において、抽出部１１２は、受け取り部１１１から供給される符号化
ストリームから、符号化データとパラメータセットを抽出し、復号部１１３に供給する。
【０２０２】
　ステップＳ１１３において、復号部１１３は、必要に応じて抽出部１１２から供給され
るパラメータセットを用いて、抽出部１１２から供給される符号化データをHEVC方式に準
ずる方式で復号する復号処理を行う。この復号処理の詳細は、後述する図１７を参照して
説明する。そして、処理は終了する。
【０２０３】
　図１７は、図１６のステップＳ１１３の復号処理の詳細を説明するフローチャートであ
る。
【０２０４】
　図１７のステップＳ１３１において、復号部１１３（図１５）は、図１３と同様のスケ
ーリングリスト決定処理を行う。但し、スケーリングリストは、逆量子化部１３３にのみ
供給される。
【０２０５】
　ステップＳ１３２において、蓄積バッファ１３１は、図１４の抽出部１１２からフレー
ム単位の符号化データを受け取り、蓄積する。蓄積バッファ１３１は、蓄積されている符
号化データを可逆復号部１３２に供給する。
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【０２０６】
　ステップＳ１３３において、可逆復号部１３２は、蓄積バッファ１３１からの符号化デ
ータを可逆復号し、量子化値と符号化情報を得る。可逆復号部１３２は、量子化値を逆量
子化部１３３に供給する。可逆復号部１３２は、符号化情報としてのトランスフォームス
キップフラグを逆直交変換部１３４に供給する。
【０２０７】
　また、可逆復号部１３２は、符号化情報としてのイントラ予測モード情報などをイント
ラ予測部１４３に供給する。可逆復号部１３２は、動きベクトル、インター予測モード情
報、参照画像を特定する情報などを動き補償部１４４に供給する。
【０２０８】
　さらに、可逆復号部１３２は、符号化情報としてのイントラ予測モード情報またはイン
ター予測モード情報をスイッチ１４５に供給する。可逆復号部１３２は、符号化情報とし
てのオフセットフィルタ情報を適応オフセットフィルタ１３７に供給し、フィルタ係数を
適応ループフィルタ１３８に供給する。
【０２０９】
　ステップＳ１３４において、逆量子化部１３３は、TU単位で、リスト設定部１４７から
供給されるTUのサイズごとのスケーリングリストを用いて、可逆復号部１３２からの量子
化値を逆量子化する。逆量子化部１３３は、その結果得られる直交変換係数または残差情
報を逆直交変換部１３４に供給する。
【０２１０】
　ステップＳ１３５において、逆直交変換部１３４は、TU単位で、可逆復号部１３２から
供給されるトランスフォームスキップフラグに基づいて、トランスフォームスキップを行
わないかどうかを判定する。
【０２１１】
　トランスフォームスキップフラグがトランスフォームスキップの無しを表す場合、また
は、トランスフォームスキップフラグが可逆復号部１３２から供給されない場合、ステッ
プＳ１３５で、トランスフォームスキップを行わないと判定される。そして、処理はステ
ップＳ１３６に進む。
【０２１２】
　ステップＳ１３６において、逆直交変換部１３４は、TU単位で、逆量子化部１３３から
供給される直交変換係数に対して逆直交変換を施す。逆直交変換部１３４は、その結果得
られる残差情報を加算部１３５に供給し、処理をステップＳ１３７に進める。
【０２１３】
　一方、トランスフォームスキップフラグがトランスフォームスキップの有りを表す場合
、ステップＳ１３５で、トランスフォームスキップを行うと判定される。そして、逆直交
変換部１３４は、逆量子化部１３３から供給される残差情報を加算部１３５に供給し、処
理をステップＳ１３７に進める。
【０２１４】
　ステップＳ１３７において、動き補償部１４４は、可逆復号部１３２からインター予測
モード情報が供給されたかどうかを判定する。ステップＳ１３７でインター予測モード情
報が供給されたと判定された場合、処理はステップＳ１３８に進む。
【０２１５】
　ステップＳ１３８において、動き補償部１４４は、可逆復号部１３２から供給される参
照画像特定情報に基づいて参照画像を読み出し、動きベクトルと参照画像を用いて、イン
ター予測モード情報が示す最適インター予測モードの動き補償処理を行う。動き補償部１
４４は、その結果生成される予測画像を、スイッチ１４５を介して加算部１３５に供給し
、処理をステップＳ１４０に進める。
【０２１６】
　一方、ステップＳ１３７でインター予測モード情報が供給されていないと判定された場
合、即ちイントラ予測モード情報がイントラ予測部１４３に供給された場合、処理はステ



(26) JP 6287035 B2 2018.3.7

10

20

30

40

50

ップＳ１３９に進む。
【０２１７】
　ステップＳ１３９において、イントラ予測部１４３は、フレームメモリ１４１からスイ
ッチ１４２を介して読み出された周辺画像を用いて、イントラ予測モード情報が示すイン
トラ予測モードのイントラ予測処理を行う。イントラ予測部１４３は、イントラ予測処理
の結果生成される予測画像を、スイッチ１４５を介して加算部１３５に供給し、処理をス
テップＳ１４０に進める。
【０２１８】
　ステップＳ１４０において、加算部１３５は、逆直交変換部１３４から供給される残差
情報と、スイッチ１４５から供給される予測画像を加算することにより、復号を行う。加
算部１３５は、復号された画像をデブロックフィルタ１３６とフレームメモリ１４１に供
給する。
【０２１９】
　ステップＳ１４１において、デブロックフィルタ１３６は、加算部１３５から供給され
る画像に対してデブロッキングフィルタ処理を行い、ブロック歪を除去する。デブロック
フィルタ１３６は、その結果得られる画像を適応オフセットフィルタ１３７に供給する。
【０２２０】
　ステップＳ１４２において、適応オフセットフィルタ１３７は、可逆復号部１３２から
供給されるオフセットフィルタ情報に基づいて、デブロックフィルタ１３６によるデブロ
ックフィルタ処理後の画像に対して、LCUごとに適応オフセットフィルタ処理を行う。適
応オフセットフィルタ１３７は、適応オフセットフィルタ処理後の画像を、適応ループフ
ィルタ１３８に供給する。
【０２２１】
　ステップＳ１４３において、適応ループフィルタ１３８は、適応オフセットフィルタ１
３７から供給される画像に対して、可逆復号部１３２から供給されるフィルタ係数を用い
て、LCUごとに適応ループフィルタ処理を行う。適応ループフィルタ１３８は、その結果
得られる画像をフレームメモリ１４１および画面並べ替えバッファ１３９に供給する。
【０２２２】
　ステップＳ１４４において、フレームメモリ１４１は、加算部１３５から供給される画
像と、適応ループフィルタ１３８から供給される画像を蓄積する。フレームメモリ１４１
に蓄積されたフィルタ処理が行われていない画像のうちのＰＵに隣接する画像は、周辺画
像としてスイッチ１４２を介してイントラ予測部１４３に供給される。一方、フレームメ
モリ１４１に蓄積されたフィルタ処理が行われた画像は、参照画像として、スイッチ１４
２を介して動き補償部１４４に供給される。
【０２２３】
　ステップＳ１４５において、画面並べ替えバッファ１３９は、適応ループフィルタ１３
８から供給される画像をフレーム単位で記憶し、記憶した符号化のための順番のフレーム
単位の画像を、元の表示の順番に並び替え、D/A変換部１４０に供給する。
【０２２４】
　ステップＳ１４６において、D/A変換部１４０は、画面並べ替えバッファ１３９から供
給されるフレーム単位の画像をD/A変換し、出力する。そして、処理は、図１６のステッ
プＳ１１３に戻り、終了する。
【０２２５】
　以上のように、復号装置１１０は、符号化装置１０と同様に、4×4画素以外のトランス
フォームスキップ可能なサイズであるTUの最小サイズについてのデフォルトスケーリング
リストとしてflat行列を設定する。従って、符号化装置１０により4×4画素以外のサイズ
のTUのトランスフォームスキップが行われる場合の符号化効率が向上するように符号化さ
れた符号化ストリームを復号することができる。
【０２２６】
　なお、第１実施の形態では、非特許文献４に記載されているように、最小サイズのTUに



(27) JP 6287035 B2 2018.3.7

10

20

30

40

50

対してトランスフォームスキップが可能とされたが、非特許文献３に記載されているよう
に、全てのサイズのTUに対してトランスフォームスキップが可能にされてもよい。この場
合、全てのサイズのデフォルトスケーリングリストがflat行列にされる。
【０２２７】
　また、所定のサイズ以下のサイズのTUに対してトランスフォームスキップが可能にされ
てもよい。この場合、符号化装置１０が、例えば、PPS等にトランスフォームスキップ可
能なTUの最大のサイズを表すスキップTU情報を設定し、復号装置１１０に伝送する。符号
化装置１０と復号装置１１０は、スキップTU情報に基づいて、トランスフォームスキップ
が可能な、スキップTU情報が表すサイズ以下のサイズのデフォルトスケーリングリストと
して、flat行列を設定する。例えば、スキップTU情報が16×16画素を表す場合、4×4画素
、8×8画素、および16×16画素のTUのデフォルトスケーリングリストがflat行列にされる
。
【０２２８】
　なお、スキップTU情報が表すサイズは、最小TUサイズ情報が表すTUの最小サイズ以上TU
の最大サイズ以下でなければならない。TUの最大サイズは、最小TUサイズ情報と、TUの最
小サイズと最大サイズの差分を表す差分情報（log2_diff_max_min_transform_blocksize
）とにより求められる。
【０２２９】
　スキップTU情報は、イントラ符号化されるTUとインター符号化されるTUに対して別々に
設定されるようにしてもよい。また、スキップTU情報は、Y信号のTU、Cb信号のTU、およ
びCr信号のTUに対して別々に設定されるようにしてもよい。
【０２３０】
　また、量子化時のスケーリングリストの使用の有無は、スライス単位で制御されるよう
にしてもよい。この場合、SPSに含まれるスケーリングリスト使用フラグが１であるとき
、スライスヘッダに、対応するスライスの量子化時にスケーリングリストを用いないかど
うかを表すフラグ（scaling_list_enabled_flag）が設定される。これにより、スライス
ごとに、スケーリングリストを用いた量子化に適しているかどうかが異なる場合であって
も、最適な量子化を行うことができる。
【０２３１】
　同様に、量子化時のスケーリングリストの使用の有無は、ＣＵ単位やＴＵ単位で制御さ
れるようにしてもよい。
【０２３２】
　＜第２実施の形態＞
　（本開示を適用したコンピュータの説明）
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
フトウエアを構成するプログラムが、コンピュータにインストールされる。ここで、コン
ピュータには、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュータや、各種のプログラ
ムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎用のパーソ
ナルコンピュータなどが含まれる。
【０２３３】
　図１８は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウエ
アの構成例を示すブロック図である。
【０２３４】
　コンピュータにおいて、CPU（Central Processing Unit）２０１，ROM（Read Only Mem
ory）２０２，RAM（Random Access Memory）２０３は、バス２０４により相互に接続され
ている。
【０２３５】
　バス２０４には、さらに、入出力インタフェース２０５が接続されている。入出力イン
タフェース２０５には、入力部２０６、出力部２０７、記憶部２０８、通信部２０９、及
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びドライブ２１０が接続されている。
【０２３６】
　入力部２０６は、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる。出力部２０７は、
ディスプレイ、スピーカなどよりなる。記憶部２０８は、ハードディスクや不揮発性のメ
モリなどよりなる。通信部２０９は、ネットワークインタフェースなどよりなる。ドライ
ブ２１０は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、又は半導体メモリなどのリム
ーバブルメディア２１１を駆動する。
【０２３７】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU２０１が、例えば、記憶部２０８に記
憶されているプログラムを、入出力インタフェース２０５及びバス２０４を介して、RAM
２０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０２３８】
　コンピュータ（CPU２０１）が実行するプログラムは、例えば、パッケージメディア等
としてのリムーバブルメディア２１１に記録して提供することができる。また、プログラ
ムは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有線
または無線の伝送媒体を介して提供することができる。
【０２３９】
　コンピュータでは、プログラムは、リムーバブルメディア２１１をドライブ２１０に装
着することにより、入出力インタフェース２０５を介して、記憶部２０８にインストール
することができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、通信部２
０９で受信し、記憶部２０８にインストールすることができる。その他、プログラムは、
ROM２０２や記憶部２０８に、あらかじめインストールしておくことができる。
【０２４０】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０２４１】
  ＜第３実施の形態＞
  （多視点画像符号化・多視点画像復号への適用）
  上述した一連の処理は、多視点画像符号化・多視点画像復号に適用することができる。
図１９は、多視点画像符号化方式の一例を示す。
【０２４２】
  図１９に示されるように、多視点画像は、複数の視点（ビュー（view））の画像を含む
。この多視点画像の複数のビューは、他のビューの画像を利用せずに自身のビューの画像
のみを用いて符号化・復号を行うベースビューと、他のビューの画像を利用して符号化・
復号を行うノンベースビューとによりなる。ノンベースビューは、ベースビューの画像を
利用するようにしても良いし、他のノンベースビューの画像を利用するようにしてもよい
。
【０２４３】
  図１９のような多視点画像を符号化・復号する場合、各ビューの画像を符号化・復号す
るが、この各ビューの符号化・復号に対して、上述した第１実施の形態の方法を適用する
ようにしてもよい。このようにすることにより、4×4画素以外のサイズのブロックのトラ
ンスフォームスキップが行われる場合の符号化効率を向上させることができる。
【０２４４】
  さらに、各ビューの符号化・復号において、上述した第１実施の形態の方法で使用され
るフラグやパラメータを共有するようにしてもよい。より具体的には、例えば、SPS,PPS,
 residual_codingのシンタクス要素等を、各ビューの符号化・復号において共有するよう
にしてもよい。もちろん、これら以外の必要な情報も、各ビューの符号化・復号において
共有するようにしてもよい。
【０２４５】
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　このようにすることにより、冗長な情報の伝送を抑制し、伝送する情報量（符号量）を
低減することができる（つまり、符号化効率の低減を抑制することができる）。
【０２４６】
  （多視点画像符号化装置）
  図２０は、上述した多視点画像符号化を行う多視点画像符号化装置を示す図である。図
２０に示されるように、多視点画像符号化装置６００は、符号化部６０１、符号化部６０
２、および多重化部６０３を有する。
【０２４７】
  符号化部６０１は、ベースビュー画像を符号化し、ベースビュー画像符号化ストリーム
を生成する。符号化部６０２は、ノンベースビュー画像を符号化し、ノンベースビュー画
像符号化ストリームを生成する。多重化部６０３は、符号化部６０１において生成された
ベースビュー画像符号化ストリームと、符号化部６０２において生成されたノンベースビ
ュー画像符号化ストリームとを多重化し、多視点画像符号化ストリームを生成する。
【０２４８】
  この多視点画像符号化装置６００の符号化部６０１および符号化部６０２に対して、符
号化装置１０（図１）を適用することができる。つまり、各ビューに対する符号化におい
て、4×4画素以外のサイズのブロックのトランスフォームスキップが行われる場合の符号
化効率を向上させることができる。また、符号化部６０１および符号化部６０２は、互い
に同一のフラグやパラメータ（例えば、画像間の処理に関するシンタクス要素等）を用い
て、符号化を行うことができる（すなわち、フラグやパラメータを共有することができる
）ので、符号化効率の低減を抑制することができる。
【０２４９】
  （多視点画像復号装置）
  図２１は、上述した多視点画像復号を行う多視点画像復号装置を示す図である。図２１
に示されるように、多視点画像復号装置６１０は、逆多重化部６１１、復号部６１２、お
よび復号部６１３を有する。
【０２５０】
  逆多重化部６１１は、ベースビュー画像符号化ストリームとノンベースビュー画像符号
化ストリームとが多重化された多視点画像符号化ストリームを逆多重化し、ベースビュー
画像符号化ストリームと、ノンベースビュー画像符号化ストリームとを抽出する。復号部
６１２は、逆多重化部６１１により抽出されたベースビュー画像符号化ストリームを復号
し、ベースビュー画像を得る。復号部６１３は、逆多重化部６１１により抽出されたノン
ベースビュー画像符号化ストリームを復号し、ノンベースビュー画像を得る。
【０２５１】
  この多視点画像復号装置６１０の復号部６１２および復号部６１３に対して、復号装置
１１０（図１４）を適用することができる。つまり、各ビューに対する復号において、4
×4画素以外のサイズのブロックのトランスフォームスキップが行われる場合の符号化効
率が向上された符号化ストリームを復号することができる。また、復号部６１２および復
号部６１３は、互いに同一のフラグやパラメータ（例えば、画像間の処理に関するシンタ
クス要素等）を用いて、復号を行うことができる（すなわち、フラグやパラメータを共有
することができる）ので、符号化効率の低減を抑制することができる。
【０２５２】
  ＜第４実施の形態＞
  （階層画像符号化・階層画像復号への適用）
  上述した一連の処理は、階層画像符号化・階層画像復号（スケーラブル符号化・スケー
ラブル復号）に適用することができる。図２２は、階層画像符号化方式の一例を示す。
【０２５３】
  階層画像符号化（スケーラブル符号化）は、画像データを、所定のパラメータについて
スケーラブル（scalable）機能を有するように、画像を複数レイヤ化（階層化）し、レイ
ヤ毎に符号化するものである。階層画像復号（スケーラブル復号）は、その階層画像符号
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化に対応する復号である。
【０２５４】
  図２２に示されるように、画像の階層化においては、スケーラブル機能を有する所定の
パラメータを基準として１の画像が複数の画像（レイヤ）に分割される。つまり、階層化
された画像（階層画像）は、その所定のパラメータの値が互いに異なる複数の階層（レイ
ヤ）の画像を含む。この階層画像の複数のレイヤは、他のレイヤの画像を利用せずに自身
のレイヤの画像のみを用いて符号化・復号を行うベースレイヤと、他のレイヤの画像を利
用して符号化・復号を行うノンベースレイヤ（エンハンスメントレイヤとも称する）とに
よりなる。ノンベースレイヤは、ベースレイヤの画像を利用するようにしても良いし、他
のノンベースレイヤの画像を利用するようにしてもよい。
【０２５５】
  一般的に、ノンベースレイヤは、冗長性が低減されるように、自身の画像と、他のレイ
ヤの画像との差分画像のデータ（差分データ）により構成される。例えば、１の画像をベ
ースレイヤとノンベースレイヤ（エンハンスメントレイヤとも称する）に２階層化した場
合、ベースレイヤのデータのみで元の画像よりも低品質な画像が得られ、ベースレイヤの
データとノンベースレイヤのデータを合成することで、元の画像（すなわち高品質な画像
）が得られる。
【０２５６】
  このように画像を階層化することにより、状況に応じて多様な品質の画像を容易に得る
ことができる。例えば携帯電話のような、処理能力の低い端末に対しては、ベースレイヤ
（base layer）のみの画像圧縮情報を伝送し、空間時間解像度の低い、或いは、画質の良
くない動画像を再生し、テレビやパーソナルコンピュータのような、処理能力の高い端末
に対しては、ベースレイヤ（base layer）に加えて、エンハンスメントレイヤ（enhancem
ent layer）の画像圧縮情報を伝送し、空間時間解像度の高い、或いは、画質の高い動画
像を再生するといったように、トランスコード処理を行うことなく、端末やネットワーク
の能力に応じた画像圧縮情報を、サーバから送信することが可能となる。
【０２５７】
  図２２の例のような階層画像を符号化・復号する場合、各レイヤの画像を符号化・復号
するが、この各レイヤの符号化・復号に対して、上述した第１実施の形態の方法を適用す
るようにしてもよい。このようにすることにより、4×4画素以外のサイズのブロックのト
ランスフォームスキップが行われる場合の符号化効率を向上させることができる。
【０２５８】
  さらに、各レイヤの符号化・復号において、上述した第１実施の形態の方法で使用され
るフラグやパラメータを共有するようにしてもよい。より具体的には、例えば、SPS,PPS,
 residual_codingのシンタクス要素等を、各レイヤの符号化・復号において共有するよう
にしてもよい。もちろん、これら以外の必要な情報も、各レイヤの符号化・復号において
共有するようにしてもよい。
【０２５９】
　このようにすることにより、冗長な情報の伝送を抑制し、伝送する情報量（符号量）を
低減することができる（つまり、符号化効率の低減を抑制することができる）。
【０２６０】
  （スケーラブルなパラメータ）
  このような階層画像符号化・階層画像復号（スケーラブル符号化・スケーラブル復号）
において、スケーラブル（scalable）機能を有するパラメータは、任意である。例えば、
図２３に示されるような空間解像度をそのパラメータとしてもよい（spatial scalabilit
y）。このスペーシャルスケーラビリティ（spatial scalability）の場合、レイヤ毎に画
像の解像度が異なる。つまり、この場合、図２３に示されるように、各ピクチャが、元の
画像より空間的に低解像度のベースレイヤと、ベースレイヤと合成することにより元の空
間解像度が得られるエンハンスメントレイヤの２階層に階層化される。もちろん、この階
層数は一例であり、任意の階層数に階層化することができる。
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【０２６１】
  また、このようなスケーラブル性を持たせるパラメータとして、他には、例えば、図２
４に示されるような、時間解像度を適用しても良い（temporal scalability）。このテン
ポラルスケーラビリティ（temporal scalability）の場合、レイヤ毎にフレームレートが
異なる。つまり、この場合、図２４に示されるように、各ピクチャが、元の動画像より低
フレームレートのベースレイヤと、ベースレイヤと合成することにより元のフレームレー
トが得られるエンハンスメントレイヤの２階層に階層化される。もちろん、この階層数は
一例であり、任意の階層数に階層化することができる。
【０２６２】
  さらに、このようなスケーラブル性を持たせるパラメータとして、例えば、信号雑音比
（SNR（Signal to Noise ratio））を適用しても良い（SNR scalability）。このSNRスケ
ーラビリティ（SNR scalability）の場合、レイヤ毎にSN比が異なる。つまり、この場合
、図２５に示されるように、各ピクチャが、元の画像よりSNRの低いベースレイヤと、ベ
ースレイヤと合成することにより元のSNRが得られるエンハンスメントレイヤの２階層に
階層化される。もちろん、この階層数は一例であり、任意の階層数に階層化することがで
きる。
【０２６３】
  スケーラブル性を持たせるパラメータは、上述した例以外であっても、もちろんよい。
例えば、スケーラブル性を持たせるパラメータとして、ビット深度を用いることもできる
（bit-depth scalability）。このビット深度スケーラビリティ（bit-depth scalability
）の場合、レイヤ毎にビット深度が異なる。この場合、例えば、ベースレイヤ（base lay
er）が８ビット（bit）画像よりなり、これにエンハンスメントレイヤ（enhancement lay
er）を加えることにより、10ビット（bit）画像が得られるようにすることができる。
【０２６４】
  また、スケーラブル性を持たせるパラメータとして、クロマフォーマットを用いること
もできる（chroma scalability）。このクロマスケーラビリティ（chroma scalability）
の場合、レイヤ毎にクロマフォーマットが異なる。この場合、例えば、ベースレイヤ（ba
se layer）が4:2:0フォーマットのコンポーネント画像よりなり、これにエンハンスメン
トレイヤ（enhancement layer）を加えることにより、4:2:2フォーマットのコンポーネン
ト画像が得られるようにすることができる。
【０２６５】
  （階層画像符号化装置）
  図２６は、上述した階層画像符号化を行う階層画像符号化装置を示す図である。図２６
に示されるように、階層画像符号化装置６２０は、符号化部６２１、符号化部６２２、お
よび多重化部６２３を有する。
【０２６６】
  符号化部６２１は、ベースレイヤ画像を符号化し、ベースレイヤ画像符号化ストリーム
を生成する。符号化部６２２は、ノンベースレイヤ画像を符号化し、ノンベースレイヤ画
像符号化ストリームを生成する。多重化部６２３は、符号化部６２１において生成された
ベースレイヤ画像符号化ストリームと、符号化部６２２において生成されたノンベースレ
イヤ画像符号化ストリームとを多重化し、階層画像符号化ストリームを生成する。
【０２６７】
  この階層画像符号化装置６２０の符号化部６２１および符号化部６２２に対して、符号
化装置１０（図１）を適用することができる。つまり、各レイヤに対する符号化において
、4×4画素以外のサイズのブロックのトランスフォームスキップが行われる場合の符号化
効率を向上させることができる。また、符号化部６２１および符号化部６２２は、互いに
同一のフラグやパラメータ（例えば、画像間の処理に関するシンタクス要素等）を用いて
、イントラ予測のフィルタ処理の制御等を行うことができる（すなわち、フラグやパラメ
ータを共有することができる）ので、符号化効率の低減を抑制することができる。
【０２６８】
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  （階層画像復号装置）
  図２７は、上述した階層画像復号を行う階層画像復号装置を示す図である。図２７に示
されるように、階層画像復号装置６３０は、逆多重化部６３１、復号部６３２、および復
号部６３３を有する。
【０２６９】
  逆多重化部６３１は、ベースレイヤ画像符号化ストリームとノンベースレイヤ画像符号
化ストリームとが多重化された階層画像符号化ストリームを逆多重化し、ベースレイヤ画
像符号化ストリームと、ノンベースレイヤ画像符号化ストリームとを抽出する。復号部６
３２は、逆多重化部６３１により抽出されたベースレイヤ画像符号化ストリームを復号し
、ベースレイヤ画像を得る。復号部６３３は、逆多重化部６３１により抽出されたノンベ
ースレイヤ画像符号化ストリームを復号し、ノンベースレイヤ画像を得る。
【０２７０】
  この階層画像復号装置６３０の復号部６３２および復号部６３３に対して、復号装置１
１０（図１４）を適用することができる。つまり、各レイヤに対する復号において、4×4
画素以外のサイズのブロックのトランスフォームスキップが行われる場合の符号化効率が
向上された符号化ストリームを復号することができる。また、復号部６１２および復号部
６１３は、互いに同一のフラグやパラメータ（例えば、画像間の処理に関するシンタクス
要素等）を用いて、復号を行うことができる（すなわち、フラグやパラメータを共有する
ことができる）ので、符号化効率の低減を抑制することができる。
【０２７１】
　＜第５実施の形態＞
　（テレビジョン装置の構成例）
　図２８は、本開示を適用したテレビジョン装置の概略構成を例示している。テレビジョ
ン装置９００は、アンテナ９０１、チューナ９０２、デマルチプレクサ９０３、デコーダ
９０４、映像信号処理部９０５、表示部９０６、音声信号処理部９０７、スピーカ９０８
、外部インタフェース部９０９を有している。さらに、テレビジョン装置９００は、制御
部９１０、ユーザインタフェース部９１１等を有している。
【０２７２】
　チューナ９０２は、アンテナ９０１で受信された放送波信号から所望のチャンネルを選
局して復調を行い、得られた符号化ビットストリームをデマルチプレクサ９０３に出力す
る。
【０２７３】
　デマルチプレクサ９０３は、符号化ビットストリームから視聴対象である番組の映像や
音声のパケットを抽出して、抽出したパケットのデータをデコーダ９０４に出力する。ま
た、デマルチプレクサ９０３は、ＥＰＧ（Electronic Program Guide）等のデータのパケ
ットを制御部９１０に供給する。なお、スクランブルが行われている場合、デマルチプレ
クサ等でスクランブルの解除を行う。
【０２７４】
　デコーダ９０４は、パケットの復号化処理を行い、復号処理化によって生成された映像
データを映像信号処理部９０５、音声データを音声信号処理部９０７に出力する。
【０２７５】
　映像信号処理部９０５は、映像データに対して、ノイズ除去やユーザ設定に応じた映像
処理等を行う。映像信号処理部９０５は、表示部９０６に表示させる番組の映像データや
、ネットワークを介して供給されるアプリケーションに基づく処理による画像データなど
を生成する。また、映像信号処理部９０５は、項目の選択などのメニュー画面等を表示す
るための映像データを生成し、それを番組の映像データに重畳する。映像信号処理部９０
５は、このようにして生成した映像データに基づいて駆動信号を生成して表示部９０６を
駆動する。
【０２７６】
　表示部９０６は、映像信号処理部９０５からの駆動信号に基づき表示デバイス（例えば
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液晶表示素子等）を駆動して、番組の映像などを表示させる。
【０２７７】
　音声信号処理部９０７は、音声データに対してノイズ除去などの所定の処理を施し、処
理後の音声データのＤ／Ａ変換処理や増幅処理を行いスピーカ９０８に供給することで音
声出力を行う。
【０２７８】
　外部インタフェース部９０９は、外部機器やネットワークと接続するためのインタフェ
ースであり、映像データや音声データ等のデータ送受信を行う。
【０２７９】
　制御部９１０にはユーザインタフェース部９１１が接続されている。ユーザインタフェ
ース部９１１は、操作スイッチやリモートコントロール信号受信部等で構成されており、
ユーザ操作に応じた操作信号を制御部９１０に供給する。
【０２８０】
　制御部９１０は、ＣＰＵ(Central Processing Unit)やメモリ等を用いて構成されてい
る。メモリは、ＣＰＵにより実行されるプログラムやＣＰＵが処理を行う上で必要な各種
のデータ、ＥＰＧデータ、ネットワークを介して取得されたデータ等を記憶する。メモリ
に記憶されているプログラムは、テレビジョン装置９００の起動時などの所定タイミング
でＣＰＵにより読み出されて実行される。ＣＰＵは、プログラムを実行することで、テレ
ビジョン装置９００がユーザ操作に応じた動作となるように各部を制御する。
【０２８１】
　なお、テレビジョン装置９００では、チューナ９０２、デマルチプレクサ９０３、映像
信号処理部９０５、音声信号処理部９０７、外部インタフェース部９０９等と制御部９１
０を接続するためバス９１２が設けられている。
【０２８２】
　このように構成されたテレビジョン装置では、デコーダ９０４に本願の復号装置（復号
方法）の機能が設けられる。このため、4×4画素以外のサイズのブロックのトランスフォ
ームスキップが行われる場合の符号化効率が向上された符号化ストリームを復号すること
ができる。
【０２８３】
　＜第６実施の形態＞
　（携帯電話機の構成例）
　図２９は、本開示を適用した携帯電話機の概略構成を例示している。携帯電話機９２０
は、通信部９２２、音声コーデック９２３、カメラ部９２６、画像処理部９２７、多重分
離部９２８、記録再生部９２９、表示部９３０、制御部９３１を有している。これらは、
バス９３３を介して互いに接続されている。
【０２８４】
　また、通信部９２２にはアンテナ９２１が接続されており、音声コーデック９２３には
、スピーカ９２４とマイクロホン９２５が接続されている。さらに制御部９３１には、操
作部９３２が接続されている。
【０２８５】
　携帯電話機９２０は、音声通話モードやデータ通信モード等の各種モードで、音声信号
の送受信、電子メールや画像データの送受信、画像撮影、またはデータ記録等の各種動作
を行う。
【０２８６】
　音声通話モードにおいて、マイクロホン９２５で生成された音声信号は、音声コーデッ
ク９２３で音声データへの変換やデータ圧縮が行われて通信部９２２に供給される。通信
部９２２は、音声データの変調処理や周波数変換処理等を行い、送信信号を生成する。ま
た、通信部９２２は、送信信号をアンテナ９２１に供給して図示しない基地局へ送信する
。また、通信部９２２は、アンテナ９２１で受信した受信信号の増幅や周波数変換処理お
よび復調処理等を行い、得られた音声データを音声コーデック９２３に供給する。音声コ
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ーデック９２３は、音声データのデータ伸張やアナログ音声信号への変換を行いスピーカ
９２４に出力する。
【０２８７】
　また、データ通信モードにおいて、メール送信を行う場合、制御部９３１は、操作部９
３２の操作によって入力された文字データを受け付けて、入力された文字を表示部９３０
に表示する。また、制御部９３１は、操作部９３２におけるユーザ指示等に基づいてメー
ルデータを生成して通信部９２２に供給する。通信部９２２は、メールデータの変調処理
や周波数変換処理等を行い、得られた送信信号をアンテナ９２１から送信する。また、通
信部９２２は、アンテナ９２１で受信した受信信号の増幅や周波数変換処理および復調処
理等を行い、メールデータを復元する。このメールデータを、表示部９３０に供給して、
メール内容の表示を行う。
【０２８８】
　なお、携帯電話機９２０は、受信したメールデータを、記録再生部９２９で記憶媒体に
記憶させることも可能である。記憶媒体は、書き換え可能な任意の記憶媒体である。例え
ば、記憶媒体は、ＲＡＭや内蔵型フラッシュメモリ等の半導体メモリ、ハードディスク、
磁気ディスク、光磁気ディスク、光ディスク、USB（Universal Serial Bus）メモリ、ま
たはメモリカード等のリムーバブルメディアである。
【０２８９】
　データ通信モードにおいて画像データを送信する場合、カメラ部９２６で生成された画
像データを、画像処理部９２７に供給する。画像処理部９２７は、画像データの符号化処
理を行い、符号化データを生成する。
【０２９０】
　多重分離部９２８は、画像処理部９２７で生成された符号化データと、音声コーデック
９２３から供給された音声データを所定の方式で多重化して通信部９２２に供給する。通
信部９２２は、多重化データの変調処理や周波数変換処理等を行い、得られた送信信号を
アンテナ９２１から送信する。また、通信部９２２は、アンテナ９２１で受信した受信信
号の増幅や周波数変換処理および復調処理等を行い、多重化データを復元する。この多重
化データを多重分離部９２８に供給する。多重分離部９２８は、多重化データの分離を行
い、符号化データを画像処理部９２７、音声データを音声コーデック９２３に供給する。
画像処理部９２７は、符号化データの復号化処理を行い、画像データを生成する。この画
像データを表示部９３０に供給して、受信した画像の表示を行う。音声コーデック９２３
は、音声データをアナログ音声信号に変換してスピーカ９２４に供給して、受信した音声
を出力する。
【０２９１】
　このように構成された携帯電話装置では、画像処理部９２７に本願の符号化装置および
復号装置（符号化方法および復号方法）の機能が設けられる。このため、4×4画素以外の
サイズのブロックのトランスフォームスキップが行われる場合の符号化効率を向上させる
ことができる。また、4×4画素以外のサイズのブロックのトランスフォームスキップが行
われる場合の符号化効率が向上された符号化ストリームを復号することができる。
【０２９２】
　＜第７実施の形態＞
　（記録再生装置の構成例）
　図３０は、本開示を適用した記録再生装置の概略構成を例示している。記録再生装置９
４０は、例えば受信した放送番組のオーディオデータとビデオデータを、記録媒体に記録
して、その記録されたデータをユーザの指示に応じたタイミングでユーザに提供する。ま
た、記録再生装置９４０は、例えば他の装置からオーディオデータやビデオデータを取得
し、それらを記録媒体に記録させることもできる。さらに、記録再生装置９４０は、記録
媒体に記録されているオーディオデータやビデオデータを復号して出力することで、モニ
タ装置等において画像表示や音声出力を行うことができるようにする。
【０２９３】
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　記録再生装置９４０は、チューナ９４１、外部インタフェース部９４２、エンコーダ９
４３、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）部９４４、ディスクドライブ９４５、セレクタ９４６
、デコーダ９４７、ＯＳＤ（On-Screen Display）部９４８、制御部９４９、ユーザイン
タフェース部９５０を有している。
【０２９４】
　チューナ９４１は、図示しないアンテナで受信された放送信号から所望のチャンネルを
選局する。チューナ９４１は、所望のチャンネルの受信信号を復調して得られた符号化ビ
ットストリームをセレクタ９４６に出力する。
【０２９５】
　外部インタフェース部９４２は、ＩＥＥＥ１３９４インタフェース、ネットワークイン
タフェース部、ＵＳＢインタフェース、フラッシュメモリインタフェース等の少なくとも
いずれかで構成されている。外部インタフェース部９４２は、外部機器やネットワーク、
メモリカード等と接続するためのインタフェースであり、記録する映像データや音声デー
タ等のデータ受信を行う。
【０２９６】
　エンコーダ９４３は、外部インタフェース部９４２から供給された映像データや音声デ
ータが符号化されていないとき所定の方式で符号化を行い、符号化ビットストリームをセ
レクタ９４６に出力する。
【０２９７】
　ＨＤＤ部９４４は、映像や音声等のコンテンツデータ、各種プログラムやその他のデー
タ等を内蔵のハードディスクに記録し、また再生時等にそれらを当該ハードディスクから
読み出す。
【０２９８】
　ディスクドライブ９４５は、装着されている光ディスクに対する信号の記録および再生
を行う。光ディスク、例えばＤＶＤディスク（ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、Ｄ
ＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ＋Ｒ、ＤＶＤ＋ＲＷ等）やＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）
ディスク等である。
【０２９９】
　セレクタ９４６は、映像や音声の記録時には、チューナ９４１またはエンコーダ９４３
からのいずれかの符号化ビットストリームを選択して、ＨＤＤ部９４４やディスクドライ
ブ９４５のいずれかに供給する。また、セレクタ９４６は、映像や音声の再生時に、ＨＤ
Ｄ部９４４またはディスクドライブ９４５から出力された符号化ビットストリームをデコ
ーダ９４７に供給する。
【０３００】
　デコーダ９４７は、符号化ビットストリームの復号化処理を行う。デコーダ９４７は、
復号処理化を行うことにより生成された映像データをＯＳＤ部９４８に供給する。また、
デコーダ９４７は、復号処理化を行うことにより生成された音声データを出力する。
【０３０１】
　ＯＳＤ部９４８は、項目の選択などのメニュー画面等を表示するための映像データを生
成し、それをデコーダ９４７から出力された映像データに重畳して出力する。
【０３０２】
　制御部９４９には、ユーザインタフェース部９５０が接続されている。ユーザインタフ
ェース部９５０は、操作スイッチやリモートコントロール信号受信部等で構成されており
、ユーザ操作に応じた操作信号を制御部９４９に供給する。
【０３０３】
　制御部９４９は、ＣＰＵやメモリ等を用いて構成されている。メモリは、ＣＰＵにより
実行されるプログラムやＣＰＵが処理を行う上で必要な各種のデータを記憶する。メモリ
に記憶されているプログラムは、記録再生装置９４０の起動時などの所定タイミングでＣ
ＰＵにより読み出されて実行される。ＣＰＵは、プログラムを実行することで、記録再生
装置９４０がユーザ操作に応じた動作となるように各部を制御する。
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【０３０４】
　このように構成された記録再生装置では、デコーダ９４７に本願の復号装置（復号方法
）の機能が設けられる。このため、4×4画素以外のサイズのブロックのトランスフォーム
スキップが行われる場合の符号化効率が向上された符号化ストリームを復号することがで
きる。
【０３０５】
　＜第８実施の形態＞
　（撮像装置の構成例）
　図３１は、本開示を適用した撮像装置の概略構成を例示している。撮像装置９６０は、
被写体を撮像し、被写体の画像を表示部に表示させたり、それを画像データとして、記録
媒体に記録する。
【０３０６】
　撮像装置９６０は、光学ブロック９６１、撮像部９６２、カメラ信号処理部９６３、画
像データ処理部９６４、表示部９６５、外部インタフェース部９６６、メモリ部９６７、
メディアドライブ９６８、ＯＳＤ部９６９、制御部９７０を有している。また、制御部９
７０には、ユーザインタフェース部９７１が接続されている。さらに、画像データ処理部
９６４や外部インタフェース部９６６、メモリ部９６７、メディアドライブ９６８、ＯＳ
Ｄ部９６９、制御部９７０等は、バス９７２を介して接続されている。
【０３０７】
　光学ブロック９６１は、フォーカスレンズや絞り機構等を用いて構成されている。光学
ブロック９６１は、被写体の光学像を撮像部９６２の撮像面に結像させる。撮像部９６２
は、ＣＣＤまたはＣＭＯＳイメージセンサを用いて構成されており、光電変換によって光
学像に応じた電気信号を生成してカメラ信号処理部９６３に供給する。
【０３０８】
　カメラ信号処理部９６３は、撮像部９６２から供給された電気信号に対してニー補正や
ガンマ補正、色補正等の種々のカメラ信号処理を行う。カメラ信号処理部９６３は、カメ
ラ信号処理後の画像データを画像データ処理部９６４に供給する。
【０３０９】
　画像データ処理部９６４は、カメラ信号処理部９６３から供給された画像データの符号
化処理を行う。画像データ処理部９６４は、符号化処理を行うことにより生成された符号
化データを外部インタフェース部９６６やメディアドライブ９６８に供給する。また、画
像データ処理部９６４は、外部インタフェース部９６６やメディアドライブ９６８から供
給された符号化データの復号化処理を行う。画像データ処理部９６４は、復号化処理を行
うことにより生成された画像データを表示部９６５に供給する。また、画像データ処理部
９６４は、カメラ信号処理部９６３から供給された画像データを表示部９６５に供給する
処理や、ＯＳＤ部９６９から取得した表示用データを、画像データに重畳させて表示部９
６５に供給する。
【０３１０】
　ＯＳＤ部９６９は、記号、文字、または図形からなるメニュー画面やアイコンなどの表
示用データを生成して画像データ処理部９６４に出力する。
【０３１１】
　外部インタフェース部９６６は、例えば、ＵＳＢ入出力端子などで構成され、画像の印
刷を行う場合に、プリンタと接続される。また、外部インタフェース部９６６には、必要
に応じてドライブが接続され、磁気ディスク、光ディスク等のリムーバブルメディアが適
宜装着され、それらから読み出されたコンピュータプログラムが、必要に応じて、インス
トールされる。さらに、外部インタフェース部９６６は、ＬＡＮやインターネット等の所
定のネットワークに接続されるネットワークインタフェースを有する。制御部９７０は、
例えば、ユーザインタフェース部９７１からの指示にしたがって、メディアドライブ９６
８から符号化データを読み出し、それを外部インタフェース部９６６から、ネットワーク
を介して接続される他の装置に供給させることができる。また、制御部９７０は、ネット
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ワークを介して他の装置から供給される符号化データや画像データを、外部インタフェー
ス部９６６を介して取得し、それを画像データ処理部９６４に供給したりすることができ
る。
【０３１２】
　メディアドライブ９６８で駆動される記録メディアとしては、例えば、磁気ディスク、
光磁気ディスク、光ディスク、または半導体メモリ等の、読み書き可能な任意のリムーバ
ブルメディアが用いられる。また、記録メディアは、リムーバブルメディアとしての種類
も任意であり、テープデバイスであってもよいし、ディスクであってもよいし、メモリカ
ードであってもよい。もちろん、非接触IC（Integrated Circuit）カード等であってもよ
い。
【０３１３】
　また、メディアドライブ９６８と記録メディアを一体化し、例えば、内蔵型ハードディ
スクドライブやＳＳＤ（Solid State Drive）等のように、非可搬性の記憶媒体により構
成されるようにしてもよい。
【０３１４】
　制御部９７０は、ＣＰＵを用いて構成されている。メモリ部９６７は、制御部９７０に
より実行されるプログラムや制御部９７０が処理を行う上で必要な各種のデータ等を記憶
する。メモリ部９６７に記憶されているプログラムは、撮像装置９６０の起動時などの所
定タイミングで制御部９７０により読み出されて実行される。制御部９７０は、プログラ
ムを実行することで、撮像装置９６０がユーザ操作に応じた動作となるように各部を制御
する。
【０３１５】
　このように構成された撮像装置では、画像データ処理部９６４に本願の符号化装置およ
び復号装置（符号化方法および復号方法）の機能が設けられる。このため、4×4画素以外
のサイズのブロックのトランスフォームスキップが行われる場合の符号化効率を向上させ
ることができる。また、4×4画素以外のサイズのブロックのトランスフォームスキップが
行われる場合の符号化効率が向上された符号化ストリームを復号することができる。
【０３１６】
　＜スケーラブル符号化の応用例＞
　（第１のシステム）
　次に、スケーラブル符号化（階層符号化）されたスケーラブル符号化データの具体的な
利用例について説明する。スケーラブル符号化は、例えば、図３２に示される例のように
、伝送するデータの選択のために利用される。
【０３１７】
　図３２に示されるデータ伝送システム１０００において、配信サーバ１００２は、スケ
ーラブル符号化データ記憶部１００１に記憶されているスケーラブル符号化データを読み
出し、ネットワーク１００３を介して、パーソナルコンピュータ１００４、AV機器１００
５、タブレットデバイス１００６、および携帯電話機１００７等の端末装置に配信する。
【０３１８】
　その際、配信サーバ１００２は、端末装置の能力や通信環境等に応じて、適切な品質の
符号化データを選択して伝送する。配信サーバ１００２が不要に高品質なデータを伝送し
ても、端末装置において高画質な画像を得られるとは限らず、遅延やオーバーフローの発
生要因となる恐れがある。また、不要に通信帯域を占有したり、端末装置の負荷を不要に
増大させたりしてしまう恐れもある。逆に、配信サーバ１００２が不要に低品質なデータ
を伝送しても、端末装置において十分な画質の画像を得ることができない恐れがある。そ
のため、配信サーバ１００２は、スケーラブル符号化データ記憶部１００１に記憶されて
いるスケーラブル符号化データを、適宜、端末装置の能力や通信環境等に対して適切な品
質の符号化データとして読み出し、伝送する。
【０３１９】
　例えば、スケーラブル符号化データ記憶部１００１は、スケーラブルに符号化されたス
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ケーラブル符号化データ（BL+EL）１０１１を記憶するとする。このスケーラブル符号化
データ（BL+EL）１０１１は、ベースレイヤとエンハンスメントレイヤの両方を含む符号
化データであり、復号することにより、ベースレイヤの画像およびエンハンスメントレイ
ヤの画像の両方を得ることができるデータである。
【０３２０】
　配信サーバ１００２は、データを伝送する端末装置の能力や通信環境等に応じて、適切
なレイヤを選択し、そのレイヤのデータを読み出す。例えば、配信サーバ１００２は、処
理能力の高いパーソナルコンピュータ１００４やタブレットデバイス１００６に対しては
、高品質なスケーラブル符号化データ（BL+EL）１０１１をスケーラブル符号化データ記
憶部１００１から読み出し、そのまま伝送する。これに対して、例えば、配信サーバ１０
０２は、処理能力の低いAV機器１００５や携帯電話機１００７に対しては、スケーラブル
符号化データ（BL+EL）１０１１からベースレイヤのデータを抽出し、スケーラブル符号
化データ（BL+EL）１０１１と同じコンテンツのデータであるが、スケーラブル符号化デ
ータ（BL+EL）１０１１よりも低品質なスケーラブル符号化データ（BL）１０１２として
伝送する。
【０３２１】
　このようにスケーラブル符号化データを用いることにより、データ量を容易に調整する
ことができるので、遅延やオーバーフローの発生を抑制したり、端末装置や通信媒体の負
荷の不要な増大を抑制したりすることができる。また、スケーラブル符号化データ（BL+E
L）１０１１は、レイヤ間の冗長性が低減されているので、各レイヤの符号化データを個
別のデータとする場合よりもそのデータ量を低減させることができる。したがって、スケ
ーラブル符号化データ記憶部１００１の記憶領域をより効率よく使用することができる。
【０３２２】
　なお、パーソナルコンピュータ１００４乃至携帯電話機１００７のように、端末装置に
は様々な装置を適用することができるので、端末装置のハードウエアの性能は、装置によ
って異なる。また、端末装置が実行するアプリケーションも様々であるので、そのソフト
ウエアの能力も様々である。さらに、通信媒体となるネットワーク１００３も、例えばイ
ンターネットやLAN（Local Area Network）等、有線若しくは無線、またはその両方を含
むあらゆる通信回線網を適用することができ、そのデータ伝送能力は様々である。さらに
、他の通信等によっても変化する恐れがある。
【０３２３】
　そこで、配信サーバ１００２は、データ伝送を開始する前に、データの伝送先となる端
末装置と通信を行い、端末装置のハードウエア性能や、端末装置が実行するアプリケーシ
ョン（ソフトウエア）の性能等といった端末装置の能力に関する情報、並びに、ネットワ
ーク１００３の利用可能帯域幅等の通信環境に関する情報を得るようにしてもよい。そし
て、配信サーバ１００２が、ここで得た情報を基に、適切なレイヤを選択するようにして
もよい。
【０３２４】
　なお、レイヤの抽出は、端末装置において行うようにしてもよい。例えば、パーソナル
コンピュータ１００４が、伝送されたスケーラブル符号化データ（BL+EL）１０１１を復
号し、ベースレイヤの画像を表示しても良いし、エンハンスメントレイヤの画像を表示し
ても良い。また、例えば、パーソナルコンピュータ１００４が、伝送されたスケーラブル
符号化データ（BL+EL）１０１１から、ベースレイヤのスケーラブル符号化データ（BL）
１０１２を抽出し、記憶したり、他の装置に転送したり、復号してベースレイヤの画像を
表示したりするようにしてもよい。
【０３２５】
　もちろん、スケーラブル符号化データ記憶部１００１、配信サーバ１００２、ネットワ
ーク１００３、および端末装置の数はいずれも任意である。また、以上においては、配信
サーバ１００２がデータを端末装置に伝送する例について説明したが、利用例はこれに限
定されない。データ伝送システム１０００は、スケーラブル符号化された符号化データを
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端末装置に伝送する際、端末装置の能力や通信環境等に応じて、適切なレイヤを選択して
伝送するシステムであれば、任意のシステムに適用することができる。
【０３２６】
　（第２のシステム）
　また、スケーラブル符号化は、例えば、図３３に示される例のように、複数の通信媒体
を介する伝送のために利用される。
【０３２７】
　図３３に示されるデータ伝送システム１１００において、放送局１１０１は、地上波放
送１１１１により、ベースレイヤのスケーラブル符号化データ（BL）１１２１を伝送する
。また、放送局１１０１は、有線若しくは無線またはその両方の通信網よりなる任意のネ
ットワーク１１１２を介して、エンハンスメントレイヤのスケーラブル符号化データ（EL
）１１２２を伝送する（例えばパケット化して伝送する）。
【０３２８】
　端末装置１１０２は、放送局１１０１が放送する地上波放送１１１１の受信機能を有し
、この地上波放送１１１１を介して伝送されるベースレイヤのスケーラブル符号化データ
（BL）１１２１を受け取る。また、端末装置１１０２は、ネットワーク１１１２を介した
通信を行う通信機能をさらに有し、このネットワーク１１１２を介して伝送されるエンハ
ンスメントレイヤのスケーラブル符号化データ（EL）１１２２を受け取る。
【０３２９】
　端末装置１１０２は、例えばユーザ指示等に応じて、地上波放送１１１１を介して取得
したベースレイヤのスケーラブル符号化データ（BL）１１２１を、復号してベースレイヤ
の画像を得たり、記憶したり、他の装置に伝送したりする。
【０３３０】
　また、端末装置１１０２は、例えばユーザ指示等に応じて、地上波放送１１１１を介し
て取得したベースレイヤのスケーラブル符号化データ（BL）１１２１と、ネットワーク１
１１２を介して取得したエンハンスメントレイヤのスケーラブル符号化データ（EL）１１
２２とを合成して、スケーラブル符号化データ（BL+EL）を得たり、それを復号してエン
ハンスメントレイヤの画像を得たり、記憶したり、他の装置に伝送したりする。
【０３３１】
　以上のように、スケーラブル符号化データは、例えばレイヤ毎に異なる通信媒体を介し
て伝送させることができる。したがって、負荷を分散させることができ、遅延やオーバー
フローの発生を抑制することができる。
【０３３２】
　また、状況に応じて、伝送に使用する通信媒体を、レイヤ毎に選択することができるよ
うにしてもよい。例えば、データ量が比較的多いベースレイヤのスケーラブル符号化デー
タ（BL）１１２１を帯域幅の広い通信媒体を介して伝送させ、データ量が比較的少ないエ
ンハンスメントレイヤのスケーラブル符号化データ（EL）１１２２を帯域幅の狭い通信媒
体を介して伝送させるようにしてもよい。また、例えば、エンハンスメントレイヤのスケ
ーラブル符号化データ（EL）１１２２を伝送する通信媒体を、ネットワーク１１１２とす
るか、地上波放送１１１１とするかを、ネットワーク１１１２の利用可能帯域幅に応じて
切り替えるようにしてもよい。もちろん、任意のレイヤのデータについて同様である。
【０３３３】
　このように制御することにより、データ伝送における負荷の増大を、より抑制すること
ができる。
【０３３４】
　もちろん、レイヤ数は任意であり、伝送に利用する通信媒体の数も任意である。また、
データ配信先となる端末装置１１０２の数も任意である。さらに、以上においては、放送
局１１０１からの放送を例に説明したが、利用例はこれに限定されない。データ伝送シス
テム１１００は、スケーラブル符号化された符号化データを、レイヤを単位として複数に
分割し、複数の回線を介して伝送するシステムであれば、任意のシステムに適用すること
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ができる。
【０３３５】
　（第３のシステム）
　また、スケーラブル符号化は、例えば、図３４に示される例のように、符号化データの
記憶に利用される。
【０３３６】
　図３４に示される撮像システム１２００において、撮像装置１２０１は、被写体１２１
１を撮像して得られた画像データをスケーラブル符号化し、スケーラブル符号化データ（
BL+EL）１２２１として、スケーラブル符号化データ記憶装置１２０２に供給する。
【０３３７】
　スケーラブル符号化データ記憶装置１２０２は、撮像装置１２０１から供給されるスケ
ーラブル符号化データ（BL+EL）１２２１を、状況に応じた品質で記憶する。例えば、通
常時の場合、スケーラブル符号化データ記憶装置１２０２は、スケーラブル符号化データ
（BL+EL）１２２１からベースレイヤのデータを抽出し、低品質でデータ量の少ないベー
スレイヤのスケーラブル符号化データ（BL）１２２２として記憶する。これに対して、例
えば、注目時の場合、スケーラブル符号化データ記憶装置１２０２は、高品質でデータ量
の多いスケーラブル符号化データ（BL+EL）１２２１のまま記憶する。
【０３３８】
　このようにすることにより、スケーラブル符号化データ記憶装置１２０２は、必要な場
合のみ、画像を高画質に保存することができるので、画質劣化による画像の価値の低減を
抑制しながら、データ量の増大を抑制することができ、記憶領域の利用効率を向上させる
ことができる。
【０３３９】
　例えば、撮像装置１２０１が監視カメラであるとする。撮像画像に監視対象（例えば侵
入者）が写っていない場合（通常時の場合）、撮像画像の内容は重要でない可能性が高い
ので、データ量の低減が優先され、その画像データ（スケーラブル符号化データ）は、低
品質に記憶される。これに対して、撮像画像に監視対象が被写体１２１１として写ってい
る場合（注目時の場合）、その撮像画像の内容は重要である可能性が高いので、画質が優
先され、その画像データ（スケーラブル符号化データ）は、高品質に記憶される。
【０３４０】
　なお、通常時であるか注目時であるかは、例えば、スケーラブル符号化データ記憶装置
１２０２が、画像を解析することにより判定しても良い。また、撮像装置１２０１が判定
し、その判定結果をスケーラブル符号化データ記憶装置１２０２に伝送するようにしても
よい。
【０３４１】
　なお、通常時であるか注目時であるかの判定基準は任意であり、判定基準とする画像の
内容は任意である。もちろん、画像の内容以外の条件を判定基準とすることもできる。例
えば、収録した音声の大きさや波形等に応じて切り替えるようにしてもよいし、所定の時
間毎に切り替えるようにしてもよいし、ユーザ指示等の外部からの指示によって切り替え
るようにしてもよい。
【０３４２】
　また、以上においては、通常時と注目時の２つの状態を切り替える例を説明したが、状
態の数は任意であり、例えば、通常時、やや注目時、注目時、非常に注目時等のように、
３つ以上の状態を切り替えるようにしてもよい。ただし、この切り替える状態の上限数は
、スケーラブル符号化データのレイヤ数に依存する。
【０３４３】
　また、撮像装置１２０１が、スケーラブル符号化のレイヤ数を、状態に応じて決定する
ようにしてもよい。例えば、通常時の場合、撮像装置１２０１が、低品質でデータ量の少
ないベースレイヤのスケーラブル符号化データ（BL）１２２２を生成し、スケーラブル符
号化データ記憶装置１２０２に供給するようにしてもよい。また、例えば、注目時の場合
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、撮像装置１２０１が、高品質でデータ量の多いベースレイヤのスケーラブル符号化デー
タ（BL+EL）１２２１を生成し、スケーラブル符号化データ記憶装置１２０２に供給する
ようにしてもよい。
【０３４４】
　以上においては、監視カメラを例に説明したが、この撮像システム１２００の用途は任
意であり、監視カメラに限定されない。
【０３４５】
　＜第９実施の形態＞
　（実施のその他の例）
  以上において本開示を適用する装置やシステム等の例を説明したが、本開示は、これに
限らず、このような装置またはシステムを構成する装置に搭載するあらゆる構成、例えば
、システムLSI（Large Scale Integration）等としてのプロセッサ、複数のプロセッサ等
を用いるモジュール、複数のモジュール等を用いるユニット、ユニットにさらにその他の
機能を付加したセット等（すなわち、装置の一部の構成）として実施することもできる。
【０３４６】
　（ビデオセットの構成例）
  本開示をセットとして実施する場合の例について、図３５を参照して説明する。図３５
は、本開示を適用したビデオセットの概略的な構成の一例を示している。
【０３４７】
  近年、電子機器の多機能化が進んでおり、その開発や製造において、その一部の構成を
販売や提供等として実施する場合、１機能を有する構成として実施を行う場合だけでなく
、関連する機能を有する複数の構成を組み合わせ、複数の機能を有する１セットとして実
施を行う場合も多く見られるようになってきた。
【０３４８】
  図３５に示されるビデオセット１３００は、このような多機能化された構成であり、画
像の符号化や復号（いずれか一方でもよいし、両方でも良い）に関する機能を有するデバ
イスに、その機能に関連するその他の機能を有するデバイスを組み合わせたものである。
【０３４９】
  図３５に示されるように、ビデオセット１３００は、ビデオモジュール１３１１、外部
メモリ１３１２、パワーマネージメントモジュール１３１３、およびフロントエンドモジ
ュール１３１４等のモジュール群と、コネクティビティ１３２１、カメラ１３２２、およ
びセンサ１３２３等の関連する機能を有するデバイスとを有する。
【０３５０】
  モジュールは、互いに関連するいくつかの部品的機能をまとめ、まとまりのある機能を
持った部品としたものである。具体的な物理的構成は任意であるが、例えば、それぞれ機
能を有する複数のプロセッサ、抵抗やコンデンサ等の電子回路素子、その他のデバイス等
を配線基板等に配置して一体化したものが考えられる。また、モジュールに他のモジュー
ルやプロセッサ等を組み合わせて新たなモジュールとすることも考えられる。
【０３５１】
  図３５の例の場合、ビデオモジュール１３１１は、画像処理に関する機能を有する構成
を組み合わせたものであり、アプリケーションプロセッサ、ビデオプロセッサ、ブロード
バンドモデム１３３３、およびRFモジュール１３３４を有する。
【０３５２】
  プロセッサは、所定の機能を有する構成をSoC（System On a Chip）により半導体チッ
プに集積したものであり、例えばシステムLSI（Large Scale Integration）等と称される
ものもある。この所定の機能を有する構成は、論理回路（ハードウエア構成）であっても
よいし、CPU、ROM、RAM等と、それらを用いて実行されるプログラム（ソフトウエア構成
）であってもよいし、その両方を組み合わせたものであってもよい。例えば、プロセッサ
が、論理回路とCPU、ROM、RAM等とを有し、機能の一部を論理回路（ハードウエア構成）
により実現し、その他の機能をCPUにおいて実行されるプログラム（ソフトウエア構成）
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により実現するようにしてもよい。
【０３５３】
  図３５のアプリケーションプロセッサ１３３１は、画像処理に関するアプリケーション
を実行するプロセッサである。このアプリケーションプロセッサ１３３１において実行さ
れるアプリケーションは、所定の機能を実現するために、演算処理を行うだけでなく、例
えばビデオプロセッサ１３３２等、ビデオモジュール１３１１内外の構成を必要に応じて
制御することもできる。
【０３５４】
  ビデオプロセッサ１３３２は、画像の符号化・復号（その一方若しくは両方）に関する
機能を有するプロセッサである。
【０３５５】
  ブロードバンドモデム１３３３は、インターネットや公衆電話回線網等の広帯域の回線
を介して行われる有線若しくは無線（またはその両方）の広帯域通信に関する処理を行う
プロセッサ（若しくはモジュール）である。例えば、ブロードバンドモデム１３３３は、
送信するデータ（デジタル信号）をデジタル変調する等してアナログ信号に変換したり、
受信したアナログ信号を復調してデータ（デジタル信号）に変換したりする。例えば、ブ
ロードバンドモデム１３３３は、ビデオプロセッサ１３３２が処理する画像データや画像
データが符号化されたストリーム、アプリケーションプログラム、設定データ等、任意の
情報をデジタル変調・復調することができる。
【０３５６】
  RFモジュール１３３４は、アンテナを介して送受信されるRF（Radio Frequency）信号
に対して、周波数変換、変復調、増幅、フィルタ処理等を行うモジュールである。例えば
、RFモジュール１３３４は、ブロードバンドモデム１３３３により生成されたベースバン
ド信号に対して周波数変換等を行ってRF信号を生成する。また、例えば、RFモジュール１
３３４は、フロントエンドモジュール１３１４を介して受信されたRF信号に対して周波数
変換等を行ってベースバンド信号を生成する。
【０３５７】
  なお、図３５において点線１３４１に示されるように、アプリケーションプロセッサ１
３３１とビデオプロセッサ１３３２を、一体化し、１つのプロセッサとして構成されるよ
うにしてもよい。
【０３５８】
  外部メモリ１３１２は、ビデオモジュール１３１１の外部に設けられた、ビデオモジュ
ール１３１１により利用される記憶デバイスを有するモジュールである。この外部メモリ
１３１２の記憶デバイスは、どのような物理構成により実現するようにしてもよいが、一
般的にフレーム単位の画像データのような大容量のデータの格納に利用されることが多い
ので、例えばDRAM（Dynamic Random Access Memory）のような比較的安価で大容量の半導
体メモリにより実現するのが望ましい。
【０３５９】
  パワーマネージメントモジュール１３１３は、ビデオモジュール１３１１（ビデオモジ
ュール１３１１内の各構成）への電力供給を管理し、制御する。
【０３６０】
  フロントエンドモジュール１３１４は、RFモジュール１３３４に対してフロントエンド
機能（アンテナ側の送受信端の回路）を提供するモジュールである。図３５に示されるよ
うに、フロントエンドモジュール１３１４は、例えば、アンテナ部１３５１、フィルタ１
３５２、および増幅部１３５３を有する。
【０３６１】
  アンテナ部１３５１は、無線信号を送受信するアンテナおよびその周辺の構成を有する
。アンテナ部１３５１は、増幅部１３５３から供給される信号を無線信号として送信し、
受信した無線信号を電気信号（RF信号）としてフィルタ１３５２に供給する。フィルタ１
３５２は、アンテナ部１３５１を介して受信されたRF信号に対してフィルタ処理等を行い
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、処理後のRF信号をRFモジュール１３３４に供給する。増幅部１３５３は、RFモジュール
１３３４から供給されるRF信号を増幅し、アンテナ部１３５１に供給する。
【０３６２】
  コネクティビティ１３２１は、外部との接続に関する機能を有するモジュールである。
コネクティビティ１３２１の物理構成は、任意である。例えば、コネクティビティ１３２
１は、ブロードバンドモデム１３３３が対応する通信規格以外の通信機能を有する構成や
、外部入出力端子等を有する。
【０３６３】
  例えば、コネクティビティ１３２１が、Bluetooth（登録商標）、IEEE 802.11（例えば
Wi-Fi（Wireless Fidelity、登録商標））、NFC（Near Field Communication）、IrDA（I
nfraRed Data Association）等の無線通信規格に準拠する通信機能を有するモジュールや
、その規格に準拠した信号を送受信するアンテナ等を有するようにしてもよい。また、例
えば、コネクティビティ１３２１が、USB（Universal Serial Bus）、HDMI（登録商標）
（High-Definition Multimedia Interface）等の有線通信規格に準拠する通信機能を有す
るモジュールや、その規格に準拠した端子を有するようにしてもよい。さらに、例えば、
コネクティビティ１３２１が、アナログ入出力端子等のその他のデータ（信号）伝送機能
等を有するようにしてもよい。
【０３６４】
  なお、コネクティビティ１３２１が、データ（信号）の伝送先のデバイスを含むように
してもよい。例えば、コネクティビティ１３２１が、磁気ディスク、光ディスク、光磁気
ディスク、または半導体メモリ等の記録媒体に対してデータの読み出しや書き込みを行う
ドライブ（リムーバブルメディアのドライブだけでなく、ハードディスク、SSD（Solid S
tate Drive）、NAS（Network Attached Storage）等も含む）を有するようにしてもよい
。また、コネクティビティ１３２１が、画像や音声の出力デバイス（モニタやスピーカ等
）を有するようにしてもよい。
【０３６５】
  カメラ１３２２は、被写体を撮像し、被写体の画像データを得る機能を有するモジュー
ルである。カメラ１３２２の撮像により得られた画像データは、例えば、ビデオプロセッ
サ１３３２に供給されて符号化される。
【０３６６】
  センサ１３２３は、例えば、音声センサ、超音波センサ、光センサ、照度センサ、赤外
線センサ、イメージセンサ、回転センサ、角度センサ、角速度センサ、速度センサ、加速
度センサ、傾斜センサ、磁気識別センサ、衝撃センサ、温度センサ等、任意のセンサ機能
を有するモジュールである。センサ１３２３により検出されたデータは、例えば、アプリ
ケーションプロセッサ１３３１に供給されてアプリケーション等により利用される。
【０３６７】
  以上においてモジュールとして説明した構成をプロセッサとして実現するようにしても
よいし、逆にプロセッサとして説明した構成をモジュールとして実現するようにしてもよ
い。
【０３６８】
  以上のような構成のビデオセット１３００において、後述するようにビデオプロセッサ
１３３２に本開示を適用することができる。したがって、ビデオセット１３００は、本開
示を適用したセットとして実施することができる。
【０３６９】
　（ビデオプロセッサの構成例）
  図３６は、本開示を適用したビデオプロセッサ１３３２（図３５）の概略的な構成の一
例を示している。
【０３７０】
  図３６の例の場合、ビデオプロセッサ１３３２は、ビデオ信号およびオーディオ信号の
入力を受けてこれらを所定の方式で符号化する機能と、符号化されたビデオデータおよび
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オーディオデータを復号し、ビデオ信号およびオーディオ信号を再生出力する機能とを有
する。
【０３７１】
  図３６に示されるように、ビデオプロセッサ１３３２は、ビデオ入力処理部１４０１、
第１画像拡大縮小部１４０２、第２画像拡大縮小部１４０３、ビデオ出力処理部１４０４
、フレームメモリ１４０５、およびメモリ制御部１４０６を有する。また、ビデオプロセ
ッサ１３３２は、エンコード・デコードエンジン１４０７、ビデオES（Elementary Strea
m）バッファ１４０８Ａおよび１４０８Ｂ、並びに、オーディオESバッファ１４０９Ａお
よび１４０９Ｂを有する。さらに、ビデオプロセッサ１３３２は、オーディオエンコーダ
１４１０、オーディオデコーダ１４１１、多重化部（MUX（Multiplexer））１４１２、逆
多重化部（DMUX（Demultiplexer））１４１３、およびストリームバッファ１４１４を有
する。
【０３７２】
  ビデオ入力処理部１４０１は、例えばコネクティビティ１３２１（図３５）等から入力
されたビデオ信号を取得し、デジタル画像データに変換する。第１画像拡大縮小部１４０
２は、画像データに対してフォーマット変換や画像の拡大縮小処理等を行う。第２画像拡
大縮小部１４０３は、画像データに対して、ビデオ出力処理部１４０４を介して出力する
先でのフォーマットに応じて画像の拡大縮小処理を行ったり、第１画像拡大縮小部１４０
２と同様のフォーマット変換や画像の拡大縮小処理等を行ったりする。ビデオ出力処理部
１４０４は、画像データに対して、フォーマット変換やアナログ信号への変換等を行って
、再生されたビデオ信号として例えばコネクティビティ１３２１（図３５）等に出力する
。
【０３７３】
  フレームメモリ１４０５は、ビデオ入力処理部１４０１、第１画像拡大縮小部１４０２
、第２画像拡大縮小部１４０３、ビデオ出力処理部１４０４、およびエンコード・デコー
ドエンジン１４０７によって共用される画像データ用のメモリである。フレームメモリ１
４０５は、例えばDRAM等の半導体メモリとして実現される。
【０３７４】
  メモリ制御部１４０６は、エンコード・デコードエンジン１４０７からの同期信号を受
けて、アクセス管理テーブル１４０６Ａに書き込まれたフレームメモリ１４０５へのアク
セススケジュールに従ってフレームメモリ１４０５に対する書き込み・読み出しのアクセ
スを制御する。アクセス管理テーブル１４０６Ａは、エンコード・デコードエンジン１４
０７、第１画像拡大縮小部１４０２、第２画像拡大縮小部１４０３等で実行される処理に
応じて、メモリ制御部１４０６により更新される。
【０３７５】
  エンコード・デコードエンジン１４０７は、画像データのエンコード処理、並びに、画
像データが符号化されたデータであるビデオストリームのデコード処理を行う。例えば、
エンコード・デコードエンジン１４０７は、フレームメモリ１４０５から読み出した画像
データを符号化し、ビデオストリームとしてビデオESバッファ１４０８Ａに順次書き込む
。また、例えば、ビデオESバッファ１４０８Ｂからビデオストリームを順次読み出して復
号し、画像データとしてフレームメモリ１４０５に順次書き込む。エンコード・デコード
エンジン１４０７は、これらの符号化や復号において、フレームメモリ１４０５を作業領
域として使用する。また、エンコード・デコードエンジン１４０７は、例えばマクロブロ
ック毎の処理を開始するタイミングで、メモリ制御部１４０６に対して同期信号を出力す
る。
【０３７６】
  ビデオESバッファ１４０８Ａは、エンコード・デコードエンジン１４０７によって生成
されたビデオストリームをバッファリングして、多重化部（MUX）１４１２に供給する。
ビデオESバッファ１４０８Ｂは、逆多重化部（DMUX）１４１３から供給されたビデオスト
リームをバッファリングして、エンコード・デコードエンジン１４０７に供給する。
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【０３７７】
  オーディオESバッファ１４０９Ａは、オーディオエンコーダ１４１０によって生成され
たオーディオストリームをバッファリングして、多重化部（MUX）１４１２に供給する。
オーディオESバッファ１４０９Ｂは、逆多重化部（DMUX）１４１３から供給されたオーデ
ィオストリームをバッファリングして、オーディオデコーダ１４１１に供給する。
【０３７８】
  オーディオエンコーダ１４１０は、例えばコネクティビティ１３２１（図３５）等から
入力されたオーディオ信号を例えばデジタル変換し、例えばMPEGオーディオ方式やAC3（A
udioCode number 3）方式等の所定の方式で符号化する。オーディオエンコーダ１４１０
は、オーディオ信号が符号化されたデータであるオーディオストリームをオーディオESバ
ッファ１４０９Ａに順次書き込む。オーディオデコーダ１４１１は、オーディオESバッフ
ァ１４０９Ｂから供給されたオーディオストリームを復号し、例えばアナログ信号への変
換等を行って、再生されたオーディオ信号として例えばコネクティビティ１３２１（図３
５）等に供給する。
【０３７９】
  多重化部（MUX）１４１２は、ビデオストリームとオーディオストリームとを多重化す
る。この多重化の方法（すなわち、多重化により生成されるビットストリームのフォーマ
ット）は任意である。また、この多重化の際に、多重化部（MUX）１４１２は、所定のヘ
ッダ情報等をビットストリームに付加することもできる。つまり、多重化部（MUX）１４
１２は、多重化によりストリームのフォーマットを変換することができる。例えば、多重
化部（MUX）１４１２は、ビデオストリームとオーディオストリームとを多重化すること
により、転送用のフォーマットのビットストリームであるトランスポートストリームに変
換する。また、例えば、多重化部（MUX）１４１２は、ビデオストリームとオーディオス
トリームとを多重化することにより、記録用のファイルフォーマットのデータ（ファイル
データ）に変換する。
【０３８０】
  逆多重化部（DMUX）１４１３は、多重化部（MUX）１４１２による多重化に対応する方
法で、ビデオストリームとオーディオストリームとが多重化されたビットストリームを逆
多重化する。つまり、逆多重化部（DMUX）１４１３は、ストリームバッファ１４１４から
読み出されたビットストリームからビデオストリームとオーディオストリームとを抽出す
る（ビデオストリームとオーディオストリームとを分離する）。つまり、逆多重化部（DM
UX）１４１３は、逆多重化によりストリームのフォーマットを変換（多重化部（MUX）１
４１２による変換の逆変換）することができる。例えば、逆多重化部（DMUX）１４１３は
、例えばコネクティビティ１３２１やブロードバンドモデム１３３３等（いずれも図３５
）から供給されたトランスポートストリームを、ストリームバッファ１４１４を介して取
得し、逆多重化することにより、ビデオストリームとオーディオストリームとに変換する
ことができる。また、例えば、逆多重化部（DMUX）１４１３は、例えばコネクティビティ
１３２１により（図３５）各種記録媒体から読み出されたファイルデータを、ストリーム
バッファ１４１４を介して取得し、逆多重化することにより、ビデオストリームとオーデ
ィオストリームとに変換することができる。
【０３８１】
  ストリームバッファ１４１４は、ビットストリームをバッファリングする。例えば、ス
トリームバッファ１４１４は、多重化部（MUX）１４１２から供給されたトランスポート
ストリームをバッファリングし、所定のタイミングにおいて、若しくは外部からの要求等
に基づいて、例えばコネクティビティ１３２１やブロードバンドモデム１３３３（いずれ
も図３５）等に供給する。
【０３８２】
  また、例えば、ストリームバッファ１４１４は、多重化部（MUX）１４１２から供給さ
れたファイルデータをバッファリングし、所定のタイミングにおいて、若しくは外部から
の要求等に基づいて、例えばコネクティビティ１３２１（図３５）等に供給し、各種記録
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媒体に記録させる。
【０３８３】
  さらに、ストリームバッファ１４１４は、例えばコネクティビティ１３２１やブロード
バンドモデム１３３３等（いずれも図３５）を介して取得したトランスポートストリーム
をバッファリングし、所定のタイミングにおいて、若しくは外部からの要求等に基づいて
、逆多重化部（DMUX）１４１３に供給する。
【０３８４】
  また、ストリームバッファ１４１４は、例えばコネクティビティ１３２１（図３５）等
において各種記録媒体から読み出されたファイルデータをバッファリングし、所定のタイ
ミングにおいて、若しくは外部からの要求等に基づいて、逆多重化部（DMUX）１４１３に
供給する。
【０３８５】
  次に、このような構成のビデオプロセッサ１３３２の動作の例について説明する。例え
ば、コネクティビティ１３２１（図３５）等からビデオプロセッサ１３３２に入力された
ビデオ信号は、ビデオ入力処理部１４０１において４：２：２Ｙ／Ｃｂ／Ｃｒ方式等の所
定の方式のデジタル画像データに変換され、フレームメモリ１４０５に順次書き込まれる
。このデジタル画像データは、第１画像拡大縮小部１４０２または第２画像拡大縮小部１
４０３に読み出されて、４：２：０Ｙ／Ｃｂ／Ｃｒ方式等の所定の方式へのフォーマット
変換および拡大縮小処理が行われ、再びフレームメモリ１４０５に書き込まれる。この画
像データは、エンコード・デコードエンジン１４０７によって符号化され、ビデオストリ
ームとしてビデオESバッファ１４０８Ａに書き込まれる。
【０３８６】
  また、コネクティビティ１３２１（図３５）等からビデオプロセッサ１３３２に入力さ
れたオーディオ信号は、オーディオエンコーダ１４１０によって符号化され、オーディオ
ストリームとして、オーディオESバッファ１４０９Ａに書き込まれる。
【０３８７】
  ビデオESバッファ１４０８Ａのビデオストリームと、オーディオESバッファ１４０９Ａ
のオーディオストリームは、多重化部（MUX）１４１２に読み出されて多重化され、トラ
ンスポートストリーム若しくはファイルデータ等に変換される。多重化部（MUX）１４１
２により生成されたトランスポートストリームは、ストリームバッファ１４１４にバッフ
ァされた後、例えばコネクティビティ１３２１やブロードバンドモデム１３３３（いずれ
も図３５）等を介して外部ネットワークに出力される。また、多重化部（MUX）１４１２
により生成されたファイルデータは、ストリームバッファ１４１４にバッファされた後、
例えばコネクティビティ１３２１（図３５）等に出力され、各種記録媒体に記録される。
【０３８８】
  また、例えばコネクティビティ１３２１やブロードバンドモデム１３３３（いずれも図
３５）等を介して外部ネットワークからビデオプロセッサ１３３２に入力されたトランス
ポートストリームは、ストリームバッファ１４１４にバッファされた後、逆多重化部（DM
UX）１４１３により逆多重化される。また、例えばコネクティビティ１３２１（図３５）
等において各種記録媒体から読み出され、ビデオプロセッサ１３３２に入力されたファイ
ルデータは、ストリームバッファ１４１４にバッファされた後、逆多重化部（DMUX）１４
１３により逆多重化される。つまり、ビデオプロセッサ１３３２に入力されたトランスポ
ートストリームまたはファイルデータは、逆多重化部（DMUX）１４１３によりビデオスト
リームとオーディオストリームとに分離される。
【０３８９】
  オーディオストリームは、オーディオESバッファ１４０９Ｂを介してオーディオデコー
ダ１４１１に供給され、復号されてオーディオ信号が再生される。また、ビデオストリー
ムは、ビデオESバッファ１４０８Ｂに書き込まれた後、エンコード・デコードエンジン１
４０７により順次読み出されて復号されてフレームメモリ１４０５に書き込まれる。復号
された画像データは、第２画像拡大縮小部１４０３によって拡大縮小処理されて、フレー
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ムメモリ１４０５に書き込まれる。そして、復号された画像データは、ビデオ出力処理部
１４０４に読み出されて、４：２：２Ｙ／Ｃｂ／Ｃｒ方式等の所定の方式にフォーマット
変換され、さらにアナログ信号に変換されて、ビデオ信号が再生出力される。
【０３９０】
  このように構成されるビデオプロセッサ１３３２に本開示を適用する場合、エンコード
・デコードエンジン１４０７に、上述した各実施形態に係る本開示を適用すればよい。つ
まり、例えば、エンコード・デコードエンジン１４０７が、第１実施の形態に係る符号化
装置や復号装置の機能を有するようにすればよい。このようにすることにより、ビデオプ
ロセッサ１３３２は、図１乃至図１７を参照して上述した効果と同様の効果を得ることが
できる。
【０３９１】
  なお、エンコード・デコードエンジン１４０７において、本開示（すなわち、上述した
各実施形態に係る画像符号化装置や画像復号装置の機能）は、論理回路等のハードウエア
により実現するようにしてもよいし、組み込みプログラム等のソフトウエアにより実現す
るようにしてもよいし、それらの両方により実現するようにしてもよい。
【０３９２】
　（ビデオプロセッサの他の構成例）
  図３７は、本開示を適用したビデオプロセッサ１３３２（図３５）の概略的な構成の他
の例を示している。図３７の例の場合、ビデオプロセッサ１３３２は、ビデオデータを所
定の方式で符号化・復号する機能を有する。
【０３９３】
  より具体的には、図３７に示されるように、ビデオプロセッサ１３３２は、制御部１５
１１、ディスプレイインタフェース１５１２、ディスプレイエンジン１５１３、画像処理
エンジン１５１４、および内部メモリ１５１５を有する。また、ビデオプロセッサ１３３
２は、コーデックエンジン１５１６、メモリインタフェース１５１７、多重化・逆多重化
部（MUX DMUX）１５１８、ネットワークインタフェース１５１９、およびビデオインタフ
ェース１５２０を有する。
【０３９４】
  制御部１５１１は、ディスプレイインタフェース１５１２、ディスプレイエンジン１５
１３、画像処理エンジン１５１４、およびコーデックエンジン１５１６等、ビデオプロセ
ッサ１３３２内の各処理部の動作を制御する。
【０３９５】
  図３７に示されるように、制御部１５１１は、例えば、メインCPU１５３１、サブCPU１
５３２、およびシステムコントローラ１５３３を有する。メインCPU１５３１は、ビデオ
プロセッサ１３３２内の各処理部の動作を制御するためのプログラム等を実行する。メイ
ンCPU１５３１は、そのプログラム等に従って制御信号を生成し、各処理部に供給する（
つまり、各処理部の動作を制御する）。サブCPU１５３２は、メインCPU１５３１の補助的
な役割を果たす。例えば、サブCPU１５３２は、メインCPU１５３１が実行するプログラム
等の子プロセスやサブルーチン等を実行する。システムコントローラ１５３３は、メイン
CPU１５３１およびサブCPU１５３２が実行するプログラムを指定する等、メインCPU１５
３１およびサブCPU１５３２の動作を制御する。
【０３９６】
  ディスプレイインタフェース１５１２は、制御部１５１１の制御の下、画像データを例
えばコネクティビティ１３２１（図３５）等に出力する。例えば、ディスプレイインタフ
ェース１５１２は、デジタルデータの画像データをアナログ信号に変換し、再生されたビ
デオ信号として、またはデジタルデータの画像データのまま、コネクティビティ１３２１
（図３５）のモニタ装置等に出力する。
【０３９７】
  ディスプレイエンジン１５１３は、制御部１５１１の制御の下、画像データに対して、
その画像を表示させるモニタ装置等のハードウエアスペックに合わせるように、フォーマ
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ット変換、サイズ変換、色域変換等の各種変換処理を行う。
【０３９８】
  画像処理エンジン１５１４は、制御部１５１１の制御の下、画像データに対して、例え
ば画質改善のためのフィルタ処理等、所定の画像処理を施す。
【０３９９】
  内部メモリ１５１５は、ディスプレイエンジン１５１３、画像処理エンジン１５１４、
およびコーデックエンジン１５１６により共用される、ビデオプロセッサ１３３２の内部
に設けられたメモリである。内部メモリ１５１５は、例えば、ディスプレイエンジン１５
１３、画像処理エンジン１５１４、およびコーデックエンジン１５１６の間で行われるデ
ータの授受に利用される。例えば、内部メモリ１５１５は、ディスプレイエンジン１５１
３、画像処理エンジン１５１４、またはコーデックエンジン１５１６から供給されるデー
タを格納し、必要に応じて（例えば、要求に応じて）、そのデータを、ディスプレイエン
ジン１５１３、画像処理エンジン１５１４、またはコーデックエンジン１５１６に供給す
る。この内部メモリ１５１５は、どのような記憶デバイスにより実現するようにしてもよ
いが、一般的にブロック単位の画像データやパラメータ等といった小容量のデータの格納
に利用することが多いので、例えばSRAM（Static Random Access Memory）のような比較
的（例えば外部メモリ１３１２と比較して）小容量だが応答速度が高速な半導体メモリに
より実現するのが望ましい。
【０４００】
  コーデックエンジン１５１６は、画像データの符号化や復号に関する処理を行う。この
コーデックエンジン１５１６が対応する符号化・復号の方式は任意であり、その数は１つ
であってもよいし、複数であってもよい。例えば、コーデックエンジン１５１６は、複数
の符号化・復号方式のコーデック機能を備え、その中から選択されたもので画像データの
符号化若しくは符号化データの復号を行うようにしてもよい。
【０４０１】
  図３７に示される例において、コーデックエンジン１５１６は、コーデックに関する処
理の機能ブロックとして、例えば、MPEG-2 Video１５４１、AVC/H.264１５４２、HEVC/H.
265１５４３、HEVC/H.265(Scalable)１５４４、HEVC/H.265(Multi-view)１５４５、およ
びMPEG-DASH１５５１を有する。
【０４０２】
  MPEG-2 Video１５４１は、画像データをMPEG-2方式で符号化したり復号したりする機能
ブロックである。AVC/H.264１５４２は、画像データをAVC方式で符号化したり復号したり
する機能ブロックである。HEVC/H.265１５４３は、画像データをHEVC方式で符号化したり
復号したりする機能ブロックである。HEVC/H.265(Scalable)１５４４は、画像データをHE
VC方式でスケーラブル符号化したりスケーラブル復号したりする機能ブロックである。HE
VC/H.265(Multi-view)１５４５は、画像データをHEVC方式で多視点符号化したり多視点復
号したりする機能ブロックである。
【０４０３】
  MPEG-DASH１５５１は、画像データをMPEG-DASH（MPEG-Dynamic Adaptive Streaming ov
er HTTP）方式で送受信する機能ブロックである。MPEG-DASHは、HTTP（HyperText Transf
er Protocol）を使ってビデオのストリーミングを行う技術であり、予め用意された解像
度等が互いに異なる複数の符号化データの中から適切なものをセグメント単位で選択し伝
送することを特徴の１つとする。MPEG-DASH１５５１は、規格に準拠するストリームの生
成やそのストリームの伝送制御等を行い、画像データの符号化・復号については、上述し
たMPEG-2 Video１５４１乃至HEVC/H.265(Multi-view)１５４５を利用する。
【０４０４】
  メモリインタフェース１５１７は、外部メモリ１３１２用のインタフェースである。画
像処理エンジン１５１４やコーデックエンジン１５１６から供給されるデータは、メモリ
インタフェース１５１７を介して外部メモリ１３１２に供給される。また、外部メモリ１
３１２から読み出されたデータは、メモリインタフェース１５１７を介してビデオプロセ



(49) JP 6287035 B2 2018.3.7

10

20

30

40

50

ッサ１３３２（画像処理エンジン１５１４若しくはコーデックエンジン１５１６）に供給
される。
【０４０５】
  多重化・逆多重化部（MUX DMUX）１５１８は、符号化データのビットストリーム、画像
データ、ビデオ信号等、画像に関する各種データの多重化や逆多重化を行う。この多重化
・逆多重化の方法は任意である。例えば、多重化の際に、多重化・逆多重化部（MUX DMUX
）１５１８は、複数のデータを１つにまとめるだけでなく、所定のヘッダ情報等をそのデ
ータに付加することもできる。また、逆多重化の際に、多重化・逆多重化部（MUX DMUX）
１５１８は、１つのデータを複数に分割するだけでなく、分割した各データに所定のヘッ
ダ情報等を付加することもできる。つまり、多重化・逆多重化部（MUX DMUX）１５１８は
、多重化・逆多重化によりデータのフォーマットを変換することができる。例えば、多重
化・逆多重化部（MUX DMUX）１５１８は、ビットストリームを多重化することにより、転
送用のフォーマットのビットストリームであるトランスポートストリームや、記録用のフ
ァイルフォーマットのデータ（ファイルデータ）に変換することができる。もちろん、逆
多重化によりその逆変換も可能である。
【０４０６】
  ネットワークインタフェース１５１９は、例えばブロードバンドモデム１３３３やコネ
クティビティ１３２１（いずれも図３５）等向けのインタフェースである。ビデオインタ
フェース１５２０は、例えばコネクティビティ１３２１やカメラ１３２２（いずれも図３
５）等向けのインタフェースである。
【０４０７】
  次に、このようなビデオプロセッサ１３３２の動作の例について説明する。例えば、例
えばコネクティビティ１３２１やブロードバンドモデム１３３３（いずれも図３５）等を
介して外部ネットワークからトランスポートストリームを受信すると、そのトランスポー
トストリームは、ネットワークインタフェース１５１９を介して多重化・逆多重化部（MU
X DMUX）１５１８に供給されて逆多重化され、コーデックエンジン１５１６により復号さ
れる。コーデックエンジン１５１６の復号により得られた画像データは、例えば、画像処
理エンジン１５１４により所定の画像処理が施され、ディスプレイエンジン１５１３によ
り所定の変換が行われ、ディスプレイインタフェース１５１２を介して例えばコネクティ
ビティ１３２１（図３５）等に供給され、その画像がモニタに表示される。また、例えば
、コーデックエンジン１５１６の復号により得られた画像データは、コーデックエンジン
１５１６により再符号化され、多重化・逆多重化部（MUX DMUX）１５１８により多重化さ
れてファイルデータに変換され、ビデオインタフェース１５２０を介して例えばコネクテ
ィビティ１３２１（図３５）等に出力され、各種記録媒体に記録される。
【０４０８】
  さらに、例えば、コネクティビティ１３２１（図３５）等により図示せぬ記録媒体から
読み出された、画像データが符号化された符号化データのファイルデータは、ビデオイン
タフェース１５２０を介して多重化・逆多重化部（MUX DMUX）１５１８に供給されて逆多
重化され、コーデックエンジン１５１６により復号される。コーデックエンジン１５１６
の復号により得られた画像データは、画像処理エンジン１５１４により所定の画像処理が
施され、ディスプレイエンジン１５１３により所定の変換が行われ、ディスプレイインタ
フェース１５１２を介して例えばコネクティビティ１３２１（図３５）等に供給され、そ
の画像がモニタに表示される。また、例えば、コーデックエンジン１５１６の復号により
得られた画像データは、コーデックエンジン１５１６により再符号化され、多重化・逆多
重化部（MUX DMUX）１５１８により多重化されてトランスポートストリームに変換され、
ネットワークインタフェース１５１９を介して例えばコネクティビティ１３２１やブロー
ドバンドモデム１３３３（いずれも図３５）等に供給され図示せぬ他の装置に伝送される
。　
【０４０９】
  なお、ビデオプロセッサ１３３２内の各処理部の間での画像データやその他のデータの
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授受は、例えば、内部メモリ１５１５や外部メモリ１３１２を利用して行われる。また、
パワーマネージメントモジュール１３１３は、例えば制御部１５１１への電力供給を制御
する。
【０４１０】
  このように構成されるビデオプロセッサ１３３２に本開示を適用する場合、コーデック
エンジン１５１６に、上述した各実施形態に係る本開示を適用すればよい。つまり、例え
ば、コーデックエンジン１５１６が、第１実施の形態に係る符号化装置や復号装置を実現
する機能ブロックを有するようにすればよい。さらに、例えば、コーデックエンジン１５
１６が、このようにすることにより、ビデオプロセッサ１３３２は、図１乃至図１７を参
照して上述した効果と同様の効果を得ることができる。
【０４１１】
  なお、コーデックエンジン１５１６において、本開示（すなわち、上述した各実施形態
に係る画像符号化装置や画像復号装置の機能）は、論理回路等のハードウエアにより実現
するようにしてもよいし、組み込みプログラム等のソフトウエアにより実現するようにし
てもよいし、それらの両方により実現するようにしてもよい。
【０４１２】
  以上にビデオプロセッサ１３３２の構成を２例示したが、ビデオプロセッサ１３３２の
構成は任意であり、上述した２例以外のものであってもよい。また、このビデオプロセッ
サ１３３２は、１つの半導体チップとして構成されるようにしてもよいが、複数の半導体
チップとして構成されるようにしてもよい。例えば、複数の半導体を積層する３次元積層
LSIとしてもよい。また、複数のLSIにより実現されるようにしてもよい。
【０４１３】
　（装置への適用例）
【０４１４】
  ビデオセット１３００は、画像データを処理する各種装置に組み込むことができる。例
えば、ビデオセット１３００は、テレビジョン装置９００（図２８）、携帯電話機９２０
（図２９）、記録再生装置９４０（図３０）、撮像装置９６０（図３１）等に組み込むこ
とができる。ビデオセット１３００を組み込むことにより、その装置は、図１乃至図１７
を参照して上述した効果と同様の効果を得ることができる。
【０４１５】
  また、ビデオセット１３００は、例えば、図３２のデータ伝送システム１０００におけ
るパーソナルコンピュータ１００４、AV機器１００５、タブレットデバイス１００６、お
よび携帯電話機１００７等の端末装置、図３３のデータ伝送システム１１００における放
送局１１０１および端末装置１１０２、並びに、図３４の撮像システム１２００における
撮像装置１２０１およびスケーラブル符号化データ記憶装置１２０２等にも組み込むこと
ができる。ビデオセット１３００を組み込むことにより、その装置は、図１乃至図１７を
参照して上述した効果と同様の効果を得ることができる。
【０４１６】
  なお、上述したビデオセット１３００の各構成の一部であっても、ビデオプロセッサ１
３３２を含むものであれば、本開示を適用した構成として実施することができる。例えば
、ビデオプロセッサ１３３２のみを本開示を適用したビデオプロセッサとして実施するこ
とができる。また、例えば、上述したように点線１３４１により示されるプロセッサやビ
デオモジュール１３１１等を本開示を適用したプロセッサやモジュール等として実施する
ことができる。さらに、例えば、ビデオモジュール１３１１、外部メモリ１３１２、パワ
ーマネージメントモジュール１３１３、およびフロントエンドモジュール１３１４を組み
合わせ、本開示を適用したビデオユニット１３６１として実施することもできる。いずれ
の構成の場合であっても、図１乃至図１７を参照して上述した効果と同様の効果を得るこ
とができる。
【０４１７】
  つまり、ビデオプロセッサ１３３２を含むものであればどのような構成であっても、ビ
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デオセット１３００の場合と同様に、画像データを処理する各種装置に組み込むことがで
きる。例えば、ビデオプロセッサ１３３２、点線１３４１により示されるプロセッサ、ビ
デオモジュール１３１１、または、ビデオユニット１３６１を、テレビジョン装置９００
（図２８）、携帯電話機９２０（図２９）、記録再生装置９４０（図３０）、撮像装置９
６０（図３１）、図３２のデータ伝送システム１０００におけるパーソナルコンピュータ
１００４、AV機器１００５、タブレットデバイス１００６、および携帯電話機１００７等
の端末装置、図３３のデータ伝送システム１１００における放送局１１０１および端末装
置１１０２、並びに、図３４の撮像システム１２００における撮像装置１２０１およびス
ケーラブル符号化データ記憶装置１２０２等に組み込むことができる。そして、本開示を
適用したいずれかの構成を組み込むことにより、その装置は、ビデオセット１３００の場
合と同様に、図１乃至図１７を参照して上述した効果と同様の効果を得ることができる。
【０４１８】
　なお、本明細書では、最小TUサイズ情報、スキップTU情報などの各種情報が、符号化デ
ータに多重化されて、符号化側から復号側へ伝送される例について説明した。しかしなが
ら、これら情報を伝送する手法はかかる例に限定されない。例えば、これら情報は、符号
化データに多重化されることなく、符号化データと関連付けられた別個のデータとして伝
送され又は記録されてもよい。ここで、「関連付ける」という用語は、ビットストリーム
に含まれる画像（スライスやブロックなど、画像の一部であってもよい）と当該画像に対
応する情報とを復号時にリンクさせ得るようにすることを意味する。即ち、情報は、符号
化データとは別の伝送路上で伝送されてもよい。また、情報は、符号化データとは別の記
録媒体（又は同一の記録媒体の別の記録エリア）に記録されてもよい。さらに、情報と符
号化データとは、例えば、複数フレーム、１フレーム、又はフレーム内の一部分などの任
意の単位で互いに関連付けられてよい。
【０４１９】
　また、本明細書において、システムとは、複数の構成要素（装置、モジュール（部品）
等）の集合を意味し、すべての構成要素が同一筐体中にあるか否かは問わない。したがっ
て、別個の筐体に収納され、ネットワークを介して接続されている複数の装置、及び、１
つの筐体の中に複数のモジュールが収納されている１つの装置は、いずれも、システムで
ある。
【０４２０】
　本明細書に記載された効果はあくまで例示であって限定されるものではなく、他の効果
があってもよい。
【０４２１】
　本開示の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本開示の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０４２２】
　例えば、本開示は、トランスフォームスキップを行うことが可能なHEVC方式以外の符号
化方式の符号化装置や復号装置にも適用することができる。
【０４２３】
　また、本開示は、符号化ストリームを、衛星放送、ケーブルＴＶ、インターネット、携
帯電話などのネットワークメディアを介して受信する際、または光、磁気ディスク、フラ
ッシュメモリのような記憶メディア上で処理する際に用いられる符号化装置や復号装置に
適用することができる。
【０４２４】
　さらに、本開示は、１つの機能をネットワークを介して複数の装置で分担、共同して処
理するクラウドコンピューティングの構成をとることができる。
【０４２５】
　また、上述のフローチャートで説明した各ステップは、１つの装置で実行する他、複数
の装置で分担して実行することができる。
【０４２６】
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　さらに、１つのステップに複数の処理が含まれる場合には、その１つのステップに含ま
れる複数の処理は、１つの装置で実行する他、複数の装置で分担して実行することができ
る。
【０４２７】
　また、本開示は、以下のような構成もとることができる。
【０４２８】
　（１）
　4×4画素以外のトランスフォームスキップ可能なサイズのブロックの量子化行列のデフ
ォルト値としてflat行列を設定する設定部と、
　前記設定部により設定された前記量子化行列のデフォルト値を用いて、画像の予測画像
と前記画像の差分の量子化値を逆量子化する逆量子化部と
　を備える復号装置。
　（２）
　前記差分の直交変換係数に対して直交変換ブロック単位で逆直交変換を行う逆直交変換
部
　をさらに備え、
　前記トランスフォームスキップ可能なサイズは、前記直交変換ブロックの最小サイズで
あり、
　前記逆量子化部は、前記差分の直交変換係数の量子化値を逆量子化して前記差分の直交
変換係数を生成する
　ように構成された
　前記（１）に記載の復号装置。
　（３）
　前記設定部は、前記直交変換ブロックの最小サイズを表す情報に基づいて、前記直交変
換ブロックの最小サイズのブロックの量子化行列のデフォルト値としてflat行列を設定す
る
　ように構成された
　前記（２）に記載の復号装置。
　（４）
　前記トランスフォームスキップ可能なサイズは、所定のサイズ以下のサイズである
　ように構成された
　前記（１）に記載の復号装置。
　（５）
　前記設定部は、前記所定のサイズを表す情報に基づいて、前記所定のサイズ以下のサイ
ズのブロックの量子化行列のデフォルト値としてflat行列を設定する
　ように構成された
　前記（４）に記載の復号装置。
　（６）
　復号装置が、
　4×4画素以外のトランスフォームスキップ可能なサイズのブロックの量子化行列のデフ
ォルト値としてflat行列を設定する設定ステップと、
　前記設定ステップの処理により設定された前記量子化行列のデフォルト値を用いて、画
像の予測画像と前記画像の差分の量子化値を逆量子化する逆量子化ステップと
　を含む復号方法。
　（７）
　4×4画素以外のトランスフォームスキップ可能なサイズのブロックの量子化行列のデフ
ォルト値としてflat行列を設定する設定部と、
　前記設定部により設定された前記量子化行列のデフォルト値を用いて、画像の予測画像
と前記画像の差分を量子化する量子化部と
　を備える符号化装置。
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　（８）
　前記差分に対して直交変換ブロック単位で直交変換を行い、直交変換係数を生成する直
交変換部
　をさらに備え、
　前記トランスフォームスキップ可能なサイズは、前記直交変換ブロックの最小サイズで
あり、
　前記量子化部は、前記直交変換部により生成された前記直交変換係数を量子化する
　ように構成された
　前記（７）に記載の符号化装置。
　（９）
　前記直交変換ブロックの最小サイズを表す情報を伝送する伝送部
　をさらに備える
　ように構成された
　前記（８）に記載の符号化装置。
　（１０）
　前記トランスフォームスキップ可能なサイズは、所定のサイズ以下のサイズである
　ように構成された
　前記（７）に記載の符号化装置。
　（１１）
　所定のサイズを表す情報を伝送する伝送部
　をさらに備える
　ように構成された
　前記（１０）に記載の符号化装置。
　（１２）
　符号化装置が、
　4×4画素以外のトランスフォームスキップ可能なサイズのブロックの量子化行列のデフ
ォルト値としてflat行列を設定する設定ステップと、
　前記設定ステップの処理により設定された前記量子化行列のデフォルト値を用いて、画
像の予測画像と前記画像の差分を量子化する量子化ステップと
　符号化方法。
【符号の説明】
【０４２９】
　１０　符号化装置，　１３　伝送部,　３４　直交変換部，　３５　量子化部,　５１　
リスト設定部,　１１０　復号装置，　１３３　逆量子化部,　１３４　逆直交変換部
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